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設立50周年の節目の年を終え～記念事業報告
●設立50周年記念式典開催（於　ホテルニューオータニ）
●第17回仏教音楽祭開催
　Buddhaspel（ブッダスペル）アニバーサリーコンサート（於　恵比寿ザ・ガーデンホール）
●特別仏教講座「落語の原点　節談を聞く」開催（於　仏教伝道センタービル）
●「三田落語会 大感謝祭」開催（於　浜離宮朝日ホール）
●写真展 「ブッダのことばとインドの風景」開催（於　福島県）
●一日一訓カレンダー｢フォトコンテスト－ほとけの心｣実施
　～入選作品写真展開催（於　浄土真宗本願寺派 築地本願寺）
●設立50周年記念出版物刊行
●第３回 BDKグローバル会議開催（於　仏教伝道センタービル）
公益財団法人 仏教伝道協会 平成27（2015）年度の主な活動
１．出版事業 
●『仏教聖典』頒布の今　平成27（2015）年度 頒布状況等　
●シリーズインタビュー③　『仏教聖典』を訪ねて
　＊医療施設でも活用される『仏教聖典』（於　社会福祉法人 浅草寺病院）
　　特別対談：黒田忠英師（浅草寺病院院長）×塩入亮乗師（浅草寺山内法善院住職） 
●BDK「英訳大蔵経」事業報告　 
●その他BDK出版書籍関連活動報告
２．助成・表彰事業
●奨学金事業報告「外国人留学生奨学金」制度設置25周年を記念して
●受給者名鑑『BDK Fellowships in the World』刊行
　＊平成27（2015）年度外国人留学生奨学金受給者紹介
　＊平成27（2015）年度日本人留学生奨学金受給者紹介
●第49回仏教伝道文化賞
●平成27(2015)年度　その他助成事業報告
　＊「おてらおやつクラブ」の紹介
３．啓蒙活動・支援事業・仏教講座の開催
●第45回実践布教研究会開催（於 曹洞宗　大本山永平寺）
●知的仏教講座「禅を知る×書道を愉しむ」
　「人生がグッと楽しくなる、禅と書道」開催（於　仏教伝道センタービル）
●仏教聖典を初歩英語で学ぶ会
●働く人のための坐禅会　
●仏教聖典を経営に活かす会　仏教聖典を生活に活かす会
　＊合同夏季研修会開催(於　千葉県・臨済宗妙心寺派佛母寺、曹洞宗日本寺)　　
●平成27（2015）年度　BDKシンポジム「仏教における科学と信仰」
●新設講座 「BDK仏教ヨガ講座」のご紹介
　＊ちょっとひと休み　現代人のための「仏教的ヨガ生活」のすすめ
●「BDK仏教ヨガ講座」講師　ガッソ有香師に教わる　自宅で簡単ヨガポーズ　　　　　         　            
海外協力機関の活動紹介
●北米地区　米国仏教伝道協会／ハワイ仏教伝道協会／カナダ仏教伝道協会
●中南米地区　メキシコ仏教伝道協会・メキシコ惠光寺
●アジア地区　アジア仏教伝道協会（シンガポール）
●欧州地区　ヨーロッパ仏教伝道協会・惠光日本文化センター（ドイツ）
“ささえあって”　｢努力｣
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設
立
50
周
年
を
経
て　

新
た
な
１
年
を
迎
え

　

昨
年
、
仏
教
伝
道
協
会
は
設
立
50
周
年
を
迎
え
、
記
念
式
典

を
は
じ
め
と
す
る
各
種
記
念
行
事
や
記
念
刊
行
物
の
発
行
も
お

蔭
さ
ま
で
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
、
ご
支
援
・
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
関
係
各

位
に
は
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
50
年
間
、
『
仏
教
聖
典
』
の
翻
訳
刊
行
、
世
界
の
ホ
テ
ル

や
病
院
等
へ
の
寄
贈
を
主
軸
に
各
種
公
益
事
業
を
展
開
し
、
近

年
は
さ
ら
に
、
解
り
や
す
い
仏
教
関
連
書
籍
の
刊
行
や
各
種
講

演
会
、
講
座
な
ど
を
開
催
し
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
人
が
仏
教

に
触
れ
ら
れ
る
機
会
を
つ
く
る
活
動
に
注
力
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
協
会
の
目
的
は
、
仏
教
精
神
の
現
代
的
理
解
を
弘
め
、
人

類
の
幸
福
と
世
界
平
和
に
寄
与
す
る
こ
と
で
す
が
、
依
然
と
し

て
世
界
で
は
、
宗
教
、
民
族
、
文
化
、
思
想
な
ど
の
違
い
か
ら

残
忍
な
テ
ロ
や
争
い
が
治
ま
る
ど
こ
ろ
か
激
化
し
て
い
る
現
状

を
見
る
に
、
本
当
に
嘆
か
わ
し
く
、
残
念
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
に
こ
そ
、
仏
教
が
持
つ
命
の
大
切
さ
、
共

に
生
き
る
と
い
う
精
神
を
よ
り
強
く
世
界
に
伝
え
、
宗
教
、
宗

派
の
枠
を
超
え
て
、
互
い
に
手
を
取
り
合
い
、
平
和
の
実
現
に

向
か
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

設
立
50
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を
終
え
、
今
年
は
次
の
50

年
、
100
年
に
向
け
た
新
た
な
一
歩
と
考
え
、
気
持
ち
を
新
た

に
、
時
代
の
流
れ
に
即
し
た
活
動
を
通
し
て
、
社
会
に
貢
献
し

て
参
る
所
存
で
す
。

　

引
き
続
き
、
皆
さ
ま
の
変
わ
ら
ぬ
ご
教
導
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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■
設
立
50
周
年
の
節
目
の
年
を
終
え
～
記
念
事
業
報
告

設
立
50
周
年
記
念
式
典
開
催
（
於
　
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
）

仏
教
界
の
諸
大
徳
を
は
じ

め
、
日
頃
よ
り
仏
教
伝
道
協

会
を
支
え
て
い
た
だ
い
て
い

る
関
係
各
位
約
３
７
０
名
の

ご
臨
席
を
賜
り
、
お
蔭
さ
ま

で
厳
粛
か
つ
盛
大
に
挙
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
式

典
で
は
、奈
良
康
明
師（
曹
洞

宗
大
本
山
永
平
寺
西
堂
・
当

協
会
理
事
）
に
ご
導
師
を
お

勤
め
い
た
だ
き
、
三
帰
依
文

を
一
同
で
唱
和
し
、
続
い
て
、

会
長
の
沼
田
智
秀
よ
り
、
50

年
の
活
動
を
振
り
返
り
つ

つ
、
感
謝
の
思
い
と
今
後
の

活
動
へ
の
決
意
を
申
し
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
ご
来
賓
を
代
表
し

て
、大
谷
光
真
師（
浄
土
真
宗

本
願
寺
派
前
門
）、齋
藤
明
聖

師
（
公
益
財
団
法
人
全
日
本

仏
教
会
理
事
長
）
よ
り
ご
祝

辞
を
賜
り
、こ
の
50
年
間
、宗

派
に
偏
ら
ず
仏
教
精
神
を
国

内
外
に
弘
め
て
き
た
当
協
会

の
活
動
に
お
褒
め
の
言
葉
を

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
世
界

平
和
へ
の
貢
献
に
対
す
る
期

待
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し

た
。式

典
は
そ
の
後
、
木
村
清

孝
師
（
東
京
大
学
名
誉
教

授
・
当
協
会
理
事
）
の
乾
杯

の
発
声
に
よ
り
祝
宴
へ
と
移

り
、
ご
臨
席
の
皆
さ
ま
に
は

和
や
か
な
雰
囲
気
の
も
と
ご

平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
11
月
27
日
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ

ー
オ
ー
タ
ニ
（
東
京
都
千
代
田
区
）
に
お
い
て
、
「
公

益
財
団
法
人
仏
教
伝
道
協
会
　
設
立
50
周
年
記
念
式

典
」
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

主催者挨拶をする沼田智秀（仏教伝道協会会長）

東京大学名誉教授
木村清孝師による乾杯発声

全日本仏教会理事長
齋藤明聖師による祝辞

浄土真宗本願寺派前門
大谷光真師による祝辞
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歓
談
い
た
だ
き
ま
し
た
。

祝
賀
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と

し
て
、三
重
県
曹
洞
宗
青
年
会

の
有
志
メ
ン
バ
ー
に
て
構
成

さ
れ
た
和
太
鼓
集
団
「
鼓
司

（
く
す
）」に
よ
る
和
太
鼓
演

奏
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。「
鼓
司
」は
平
成
18（
２

０
０
６
）年
に
結
成
さ
れ
、現

在
13
名
で
県
内
外
の
寺
院
や
、

ホ
ー
ル
で
の
仏
教
行
事
等
で

活
動
、法
衣
に
身
を
包
ん
だ
僧

侶
に
よ
る
読
経
と
和
太
鼓
を

組
み
合
わ
せ
た
荘
厳
か
つ
迫

力
の
あ
る
演
奏
で
会
場
は
拍

手
喝
采
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、永
年
ご
支
援
・
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
皆

さ
ま
に
少
し
で
も
感
謝
の
気

持
ち
を
表
す
機
会
を
得
て
大

変
嬉
し
く
思
う
と
と
も
に
、記

念
式
典
開
催
に
あ
た
り
お
寄

せ
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
の
ご

厚
意
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
　
　

設立 50 周年の節目の年を終え～記念事業報告

式典会場エントランス・エリア

“鼓司”による和太鼓パフォーマンス

三帰依文を唱和する一同（導師：奈良康明師）

記念DVD「仏教の叡智を世界に　仏教伝道協会のあゆみ」の一幕：発願者　沼田惠範
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■
第
17
回
仏
教
音
楽
祭
開
催

Buddhaspel（
ブ
ッ
ダ
ス
ペ
ル
）

ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

平
成
27（
２
０
１
５
）年
は
、

設
立
50
周
年
記
念
事
業
の
ひ

と
つ
と
し
て
、９
月
11
日
に
恵

比
寿
ザ
・
ガ
ー
デ
ン
ホ
ー
ル

に
於
い
て「
Buddhaspel（
ブ

ッ
ダ
ス
ペ
ル
）ア
ニ
バ
ー
サ
リ

ー
コ
ン
サ
ー
ト
～
第
17
回
仏

教
音
楽
祭
～
」を
開
催
し
ま
し

た
。当

日
は
ホ
ー
ル
一
杯
の
５

０
０
名
を
超
え
る
ご
来
場
を

い
た
だ
き
、第
一
部
は
太
田
裕

美
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
、

「
木
綿
の
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
」な

ど
の
ヒ
ッ
ト
曲
を
披
露
、会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
続
い
て
、
姜
暁
艶
（
ジ
ャ

ン
・
シ
ョ
ウ
イ
ェ
ン
）さ
ん
に

よ
る
二
胡
の
演
奏
で
、が
ら
り

と
雰
囲
気
が
変
わ
り
、柔
ら
か

な
音
色
か
ら
勇
ま
し
い
音
色

ま
で
、伝
統
楽
器
の
豊
か
な
表

情
に
会
場
は
酔
い
し
れ
ま
し

た
。第

二
部
は
、迦
陵
頻
伽
聲
明

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

研
究
会
と
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

東
風

�

�

に
よ
る
「
天
竺
憧
憬

�
�
�
�
�
�
�
�
�

─

明
恵

�
�
�
�

の
夢
─
」で
し
た
。真
言

宗
豊
山
派
の
聲
明
作
法
に
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
音
楽
を
組
み
合

わ
せ
た
異
色
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
、仏
教
音
楽
の
現
代

化
を
象
徴
す
る
よ
う
な
演
目

で
し
た
。真
言
聲
明
の
ろ
う
ろ

う
た
る
響
き
に
、オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
に
よ
る
音
楽
が
、斬
新
で
心

地
よ
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
生
み
、

僧
侶
た
ち
の
作
法
を
よ
り
際

立
た
せ
て
い
ま
し
た
。ま
た
物

語
の
場
面
に
合
わ
せ
て
、ス
ク

リ
ー
ン
に
映
像
が
映
し
出
さ

れ
、臨
場
感
の
あ
る
情
景
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

音
響
・
照
明
・
映
像
の
三

つ
が
一
体
と
な
り
総
合
芸
術

に
昇
華
し
た
よ
う
な
演
目
と

な
り
、心
に
残
る
音
楽
祭
と
な

り
ま
し
た
。

仏
教
伝
道
協
会
で
は
事
業
目
的
の
ひ
と
つ
と
し
て

「
仏
教
精
神
と
そ
の
文
化
興
隆
の
為
の
啓
蒙
活
動
」を

掲
げ
て
お
り
、
そ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
「
仏
教
音
楽

の
現
代
化
と
そ
の
普
及
」
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

歌
手
　
太
田
裕
美
氏

二
胡
奏
者
　
姜
暁
艶
氏

迦
陵
頻
伽
聲
明

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

研
究
会
と
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
東
風

�

�

に
よ
る

「
天
竺
憧
憬

�
�
�
�
�
�
�
�
�

─
明
恵

�
�
�
�

の
夢
─
」
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平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、約

１
５
０
名
の
方
が
た
が
来
場

し
、会
場
は
満
員
と
な
り
ま
し

た
。節
談
説
教
を
は
じ
め
て
聞

く
方
も
多
く
い
た
た
め
、始
め

に
府
越
義
博
師（
節
談
説
教
研

究
会
事
務
局
長
）に
節
談
説
教

の
起
源
に
つ
い
て
解
説
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
、桜
庭
尚
吾
師（
浄

土
真
宗
本
願
寺
派
布
教
使
）と

節
談
説
教
の
第
一
人
者
で
あ

る
廣
陵
兼
純
師（
真
宗
大
谷
派

満
覚
寺
）の
両
氏
に
、節
談
説

教
を
講
じ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。高

座
の
上
で
行
わ
れ
る
節

談
説
教
の
、大
き
な
身
振
り
や

抑
揚（
節
）を
つ
け
た
言
い
回

し
は
迫
力
が
あ
り
、し
だ
い
に

話
に
引
き
込
ま
れ
、会
場
が
ひ

と
つ
に
な
る
よ
う
な
一
体
感

が
あ
り
ま
し
た
。笑
い
を
誘
う

場
面
も
あ
り
、〝
落
語
の
原
点
〟

と
い
う
こ
と
に
も
う
な
ず
く

こ
と
が
で
き
る
内
容
を
お
届

け
で
き
ま
し
た
。

■
特
別
仏
教
講
座

｢落
語
の
原
点
  節
談
を
聞
く
｣開
催

本
の
伝
統
芸
能
の

多
く
は
、そ
の
起
源

を
辿
る
と
、殆
ど
が
仏
教
の

「
節
談
説
教
」に
あ
る
と
云

っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。そ
し
て
数
あ
る
伝
統

芸
能
の
中
で
、最
も
庶
民
に

親
し
ま
れ
、語
り
継
が
れ
て

き
た
の
が
落
語
で
す
。三
田

落
語
会
は
、正
し
い
姿
で
継

承
し
た
落
語
を
、ま
た
埋
も

れ
て
い
る
数
多
く
の
噺
を

掘
り
起
こ
し
て
新
た
に
世

の
中
に
紹
介
し
、た
く
さ
ん

の
皆
さ
ま
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
く
落
語
会
で
す
。

平
成
28
（
２
０
１
６
）
年

１
月
30
日
に
浜
離
宮
朝
日

ホ
ー
ル
に
て
設
立
50
周
年

記
念「
三
田
落
語
会
　
大
感

謝
祭
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

昼
、夜
の
二
席
の
催
し
で
し

た
が
、い
ず
れ
も
満
席
で
計

７
０
０
名
以
上
の
方
に
ご

来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昼
席
は
、
桃
月
庵
白
酒
、

露
の
新
治
、
春
風
亭
一
朝
、

柳
家
さ
ん
喬
の
４
名
。夜
席

は
、
春
風
亭
一
之
輔
、
柳
家

喬
太
郎
、
柳
家
喜
多
八
、
柳

家
権
太
楼
の
４
名
。
昼
、
夜

合
わ
せ
て
８
名
と
い
う
大

変
豪
華
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

で
す
。

落
語
家
の
意
気
込
み
の

伝
わ
る
ネ
タ
は
ど
れ
も
迫

力
が
あ
り
、聞
き
応
え
の
あ

る
も
の
ば
か
り
で
、落
語
を

初
め
て
聞
か
れ
た
方
に
も

分
か
り
易
く
笑
い
の
絶
え

な
い
会
と
な
り
ま
し
た
。落

語
家
の
間
で
は
、こ
の
三
田

落
語
会
は
、耳
の
肥
え
た
常

連
さ
ん
も
い
れ
ば
、初
め
て

落
語
を
聞
く
方
も
い
る
、ま

た
老
若
男
女
幅
広
い
層
の

方
が
た
が
来
場
さ
れ
る
た

め
、噺
家
の
力
量
が
試
さ
れ

る
落
語
会
だ
と
話
題
に
な

っ
て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。

「三田落語会 大感謝祭」開催
（於　浜離宮朝日ホール）

元
来
、
落
語
の
起
源
は
、
仏
教
精
神
を
説
く
「
節
談

説
教
」
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
仏
教
伝
道
協
会

で
は
、仏
教
説
話
や
寺
社
を
舞
台
と
す
る
古
典
落
語
を

中
心
と
し
た
落
語
を
通
じ
て
、仏
教
精
神
の
涵
養
と
仏

教
文
化
の
継
承
を
目
的
に
「
三
田
落
語
会
」
を
運
営
し

て
い
ま
す
が
、
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
４
月
２
日
に

は
、
仏
教
伝
道
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に
て
、
設
立
50
周
年
記

念
・
特
別
仏
教
講
座
｢落
語
の
原
点
　
節
談
を
聞
く
｣

を
開
催
し
ま
し
た
。

廣
陵
兼
純
師

府
越
義
博
師

桜
庭
尚
吾
師

◎今後の開催スケジュールやチケット購入等、「三田落語会」の詳細は、
公式ウェブサイトをご確認ください。　http://mita-rakugo.com/

柳家さん喬師匠

日
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お
蔭
さ
ま
で
、平
成
26（
２

０
１
４
）年
よ
り
岩
手
県
会
場

（
北
上
市
・
宮
古
市
・
釜
石

市
の
３
箇
所
）に
続
き
東
京
会

場（
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
内

相
田
み
つ
を
美
術
館
）で
も
開

催
し
、１
３
�
０
０
０
人
を
超

え
る
皆
さ
ま
に
ご
来
場
い
た

だ
き
ま
し
た
。今
回
は
、未
だ

津
波
被
害
の
爪
痕
が
残
る
福

島
県
で
の
開
催
を
実
現
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

南
相
馬
市
の
道
の
駅「
南
相

馬
」（
９
月
19
日
～
23
日
）
お

よ
び
会
津
坂
下
町
の
道
の
駅

「
あ
い
づ
」（
９
月
25
日
～
30

日
）に
て
開
催
し
、約
１
�
７

０
０
名
の
方
が
た
に
ご
来
場

い
た
だ
き
ま
し
た
。お
越
し
い

た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
は『
仏
教

聖
典
』や『
一
日
一
訓
カ
レ
ン

ダ
ー
』、記
念
ポ
ス
ト
カ
ー
ド

等
を
配
布
し
、多
く
の
方
が
た

に
写
真
を
通
じ
て
ブ
ッ
ダ
の

こ
と
ば
を
聴
き
、静
か
に
自
己

を
見
つ
め
直
す
機
会
を
提
供

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

開
催
期
間
中
は
、会
場
内
に

「
お
坊
さ
ん
と
お
話
コ
ー
ナ

ー
」を
設
置
し
、ご
来
場
い
た

だ
い
た
皆
さ
ま
が
地
元
在
住

の
僧
侶
に
悩
み
や
相
談
事
を

お
話
し
い
た
だ
け
る
場
を
つ

く
り
ま
し
た
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
参
加
し
た
僧
侶
か
ら
は「
地

元
の
人
々
の
声
を
こ
う
し
て

直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
て
嬉

し
い
」「
地
域
の
声
に
耳
を
傾

け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め

て
学
ん
だ
」と
い
う
声
も
き
か

れ
、地
元
の
人
び
と
と
僧
侶
や

寺
院
の
存
在
を
つ
な
ぐ
良
い

機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

■
写
真
展
開
催
（
於
　
福
島
県
）

「
ブ
ッ
ダ
の
こ
と
ば
と
イ
ン
ド
の
風
景

～
今
を
生
き
抜
く
た
め
に
～
」

平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
度
は
、
仏
教
伝
道
協
会
設

立
50
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
昨
年
度
に
引
き

続
き
、
写
真
展
「
ブ
ッ
ダ
の
こ
と
ば
と
イ
ン
ド
の
風
景

～
今
を
生
き
抜
く
た
め
に
～
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

写真展「ブッダのことばとインドの風景」
主　　催：公益財団法人 仏教伝道協会
企画協力：公益財団法人 中村元東方研究所、

NPO 法人 中村元記念館東洋思想文化研究所
後　　援：インド大使館
＊写真は会津会場として使用させていただいた道の駅「あいづ」

気軽にお坊さんと話をする来場者

会津会場
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こ
の
度
、設
立
50
周
年
記
念

事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
第
２

回
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
入

選
作
品（
入
選
作
品
は
２
０
１

７
年
用『
一
日
一
訓
カ
レ
ン
ダ

ー
』に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
）を
よ
り
多
く
の
方
が
た

に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に

写
真
展
を
開
催
し
ま
し
た
。観

光
客
を
含
め
様
ざ
ま
な
国
の

方
が
訪
れ
る
築
地
本
願
寺
本

堂（
東
京
都
中
央
区
）の
一
角

を
お
借
り
し
、参
拝
者
が
多
い

お
盆
の
時
期
で
も
あ
る
７
月

（
開
催
期
間
：
７
月
10
日
～

24
日
）
に
実
施
し
た
こ
と
で
、

日
本
人
だ
け
で
な
く
、訪
日
旅

行
者
の
方
が
た
に
も
楽
し
ん

で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

上
半
分
に
入
選
作
品
で
あ

る
写
真
、下
半
分
に
カ
レ
ン
ダ

ー
の
文
言
と
英
訳
、解
説
を
配

置
し
た
A
２
サ
イ
ズ
の
大
き

な
展
示
パ
ネ
ル
を
作
成
し
、本

堂
入
口
に
31
枚
を
並
べ
仏
教

伝
道
協
会
の
活
動
の
ご
紹
介

と
と
も
に
掲
示
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。多
く
の
参
拝
者

の
皆
さ
ま
に
足
を
止
め
て
い

た
だ
き
、ま
た
英
訳
を
掲
載
し

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、外
国
人

の
方
が
た
に
も
好
評
で
、パ
ネ

ル
の
写
真
を
記
念
に
撮
る
姿

も
み
ら
れ
ま
し
た
。築
地
本
願

寺
の
接
遇
係
の
方
に
よ
る
と
、

７
月
は
外
国
人
旅
行
者
も
多

く
、お
盆
の
時
期
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、２
週
間
の
期
間
中
に

約
１
０
�
０
０
０
人
の
方
が

参
拝
に
訪
れ
た
と
の
こ
と
で

し
た
。

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
や
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
に
よ
り

写
真
愛
好
家
が
増
え
て
い
る

な
か
、フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
や

写
真
展
の
開
催
を
通
じ
て
、自

然
に
仏
教
に
親
し
ん
で
も
ら

う
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

今
回
の
写
真
展
に
も
使
用
し

た
『
一
日
一
訓
カ
レ
ン
ダ
ー
』

の
31
の
文
言
を
解
説
し
た『
み

ち
し
る
べ
八
正
道
シ
リ
ー
ズ

正
し
い
行
い
―
正
業
』（
著
：

小
川
一
乗
師
）も
絶
賛
発
売
中

で
す
。

■
第
２
回
「
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
─
ほ
と
け
の
心
」
実
施

『
一
日
一
訓
カ
レ
ン
ダ
ー
』

～
入
選
作
品
写
真
展
開
催
（
於
　
築
地
本
願
寺
）

『
一
日
一
訓
カ
レ
ン
ダ
ー
』は
、日
め
く
り
と
し
て
仏

教
に
ち
な
ん
だ
31
の
文
言
と
写
真
に
よ
り
構
成
さ
れ
、

全
国
の
寺
院
、
海
外
を
含
め
、
毎
年
15
万
部
以
上
を
頒

布
し
、
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

●写真展会場でのその他小冊子配布数
「はじめての仏教」2,141冊　「ブッダのおしえ」和文　1,227冊　「ブッダのおしえ」英文　552冊

築地本願寺での写真展
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『
仏
教
伝
道
協
会
50
年
史
』は
、過
去
の

史
料
を
整
理
し
、
皆
さ
ま
に
読
み
や
す

く
、
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
、
記
念

D
V
D
『
仏
教
伝
道
協
会
の
あ
ゆ
み
仏

教
の
叡
智
を
世
界
に
』で
は
、仏
教
伝
道

協
会
の
発
願
者
で
あ
る
沼
田
惠
範
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
映
像
も
収
録
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
昭
和
62（
１
９
８
７
）年
よ
り
刊

行
を
重
ね
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る

〝
み
ち
し
る
べ
シ
リ
ー
ズ
〟よ
り
珠
玉
の

名
講
話
50
篇
を
選
び「
智
慧
」、「
慈
悲
」

と
題
し
た『
み
し
る
べ
名
講
話
選
』を
出

版
。ま
た
、こ
の
節
目
の
年
に
よ
り
多
く

の
方
が
た
に『
仏
教
聖
典
』に
親
し
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
、『
仏
教
聖
典
』
を
わ

か
り
や
す
く
解
説
し
た『
さ
と
り
の
知
恵

を
読
む
─
仏
教
聖
典
副
読
本
』を
刊
行

し
ま
し
た
。

各
記
念
出
版
物
の
刊
行
に
あ
た
り
、こ

れ
ま
で
仏
教
伝
道
協
会
を
支
え
て
下
さ

っ
た
皆
さ
ま
に
改
め
て
感
謝
す
る
と
と

も
に
、今
後
の
出
版
事
業
展
開
に
向
け
気

持
ち
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

設
立
50
周
年
記
念
出
版
物
刊
行

『みちしるべ名講話選』
ボックスカバー表紙

記念誌『仏教伝道協会50年史』
（左：日本語版、右：英語版）

平
成
27（
２
０
１
５
）年
の
仏
教
伝
道
協
会
設
立
50
周
年
に
あ
た
り
、こ

れ
ま
で
の
歩
み
を
綴
っ
た
記
念
誌『
仏
教
伝
道
協
会
 50
年
史
』を
は
じ
め
、

設
立
経
緯
か
ら
現
在
の
活
動
ま
で
を
ま
と
め
た
記
念
Ｄ
Ｖ
Ｄ
『
仏
教
伝
道

協
会
の
あ
ゆ
み
 仏
教
の
叡
智
を
世
界
に
』
を
制
作
し
ま
し
た
。

記念DVD
『仏教伝道協会のあゆみ 仏教の叡智を世界に』

『みちしるべ名講話選』智慧・慈悲２冊セット

仏教聖典副読本
『さとりの知恵を読む』
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今
回
は
、英
国
仏
教
伝
道
協

会
、
カ
ナ
ダ
仏
教
伝
道
協
会
、

ハ
ワ
イ
仏
教
伝
道
協
会
、米
国

仏
教
伝
道
協
会
、メ
キ
シ
コ
仏

教
伝
道
協
会
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
仏

教
伝
道
協
会（
五
十
音
順
）か

ら
代
表
者
が
出
席
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
仏
教
伝
道
協
会
の

活
動
や
今
後
の
展
望
が
発
表

さ
れ
、そ
の
後
、各
代
表
者
に

よ
っ
て
活
動
報
告
が
な
さ
れ

ま
し
た
。改
め
て
、そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
需
要
に
合
っ
た
ア

プ
ロ
ー
チ
を
考
え
実
行
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ

と
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
全
体
会
議
で
は
、今
日

の
テ
ロ
や
紛
争
が
世
界
各
地

で
起
こ
っ
て
い
る
状
況
で
、今

後
ど
の
よ
う
に
し
て
世
界
の

ひ
と
り
で
も
多
く
の
方
が
た

に
仏
教
の
持
つ
慈
悲
と
共
生

の
精
神
を
伝
え
、平
和
な
社
会

の
構
築
に
貢
献
で
き
る
の
か

が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

仏
教
伝
道
協
会
は
、今
後
も

海
外
協
力
機
関
と
の
連
携
を

強
め
、
国
内
の
み
に
留
ま
ら

ず
、世
界
的
な
視
野
を
持
っ
て

公
益
活
動
を
推
進
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

第
３
回
B
D
K

グ
ロ
ー
バ
ル
会
議
開
催
（
於
　
仏
教
伝
道
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
）

グローバル会議における「聖典普及会議」

浄土宗大本山増上寺を訪問した出席者一同

仏
教
伝
道
協
会
は
、同
じ
目
的
を
持
つ
海
外
協
力
機

関
と
連
携
し
、
『
仏
教
聖
典
』
の
頒
布
活
動
を
は
じ
め

と
す
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
公
益
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
12
月
１
日
、
２
日
の
２
日
間

に
わ
た
り
、仏
教
伝
道
セ
ン
タ
ー
ビ
ル（
東
京
都
港
区
）

に
海
外
協
力
機
関
の
代
表
者
が
一
堂
に
会
し
、第
３
回

目
と
な
る
「
Ｂ
Ｄ
Ｋ
グ
ロ
ー
バ
ル
会
議
」
を
開
催
し
ま

し
た
。



10

公益財団法人 仏教伝道協会

平成27（2015）年度の主 な 活 動

  

　

 
 

　

 
 

  
 

平
成
24（
２
０
１
１
）年
度
に

開
始
し
、
４
年
目
を
迎
え
た
仏

教
系
学
校
や
保
育
施
設
等
へ
の

頒
布
活
動
は
、
今
年
度
は
３
５

９
校
に
５
７
，
８
５
１
冊
を
寄

贈
、
寄
贈
開
始
か
ら
の
累
計
寄

贈
数
は
約
24
万
５
千
冊
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
仏
教
系
高

校
・
大
学
の
約
60
％
、
仏
教
系

保
育
施
設
の
約
25
％
に
あ
た
り

ま
す
。
価
値
観
が
多
様
化
す
る

中
で
、
何
を
〝
選
択
〟
し
、
何
を

〝
も
の
さ
し
〟
と
す
れ
ば
良
い

の
か
迷
う
と
き
、〝
よ
り
よ
く
生

き
る
〟
た
め
の
羅
針
盤
と
し
て
、

仏
教
の
教
え
が
少
し
で
も
多
く

の
学
生
・
保
護
者
の
皆
さ
ま
の

心
の
支
え
と
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

そ
の
他
海
外
で
活
動
す
る
日

系
寺
院
や
、
禅
セ
ン
タ
ー
な
ど

か
ら
も
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
を

通
じ
て
た
く
さ
ん
の
お
問
い
合

わ
せ
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
国
や
地
域
に
合
っ

た
言
語
版
の『
仏
教
聖
典
』を
寄

贈
し
、
教
え
を
弘
め
る
た
め
の

一
助
に
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

仏
教
伝
道
協
会
の
主
要
事
業
の
一
つ
で
あ
る
出
版
事
業
で

す
が
、
設
立
50
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
新
た
な
機
会
と
し
、
初

心
に
立
ち
返
っ
て
、
国
内
外
の
ホ
テ
ル
へ
の
『
仏
教
聖
典
』
の

頒
布
活
動
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
補
充
・
寄
贈
を

中
心
に
 ５
１
，８
６
９
冊
を
寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
、
平
成
32
（
２
０
２
０
）
年
開
催
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
け
て
、
今
後
増
え
続
け
る
で
あ
ろ
う
外
国
人
観
光
客
の
動
き

を
注
視
し
つ
つ
、
日
本
語
版
だ
け
で
な
く
各
国
語
版
の
寄
贈
活

動
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
予
定
で
す
。

『
仏
教
聖
典
』
頒
布
の
今

─
 平
成
27（
２
０
１
５
）年
度
の
頒
布
状
況
等

出
版
事
業

1

P
ublication

 

〈平成27（2015）年の『仏教聖典』頒布状況〉 1月～12月

 　

ホテル(新規)
ホテル(補充)
病院(新規)
病院(補充)
学校(販売)
学校(寄贈)
寺院(販売)
寺院(寄贈)
一般他販売
書店
寄贈
　国内頒布数計
海外協力機関
ホテル
その他
　海外頒布数計

件　数 寄贈冊数 販売冊数
12
311
　
6
8

359

11
28

1,690
48,599

　
107

57,851

666

2,414
111,327
52,900
1,580
1,250
55,730

167,057

9,310

4,311

587
1,813

16,021

0
16,021

国　
内

海　
外

183,078総　計

 
　

　

　

　

Zen Lotus Flower Center 在ブラジル禅センター

01Activity
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山
村

ま
ず
始
め
に
、
浅
草
寺
病
院

と
は
ど
の
よ
う
な
病
院
な
の
か
ご
説

明
い
た
だ
け
ま
す
か
。

黒
田

浅
草
寺
病
院
は
、明
治
43（
１

９
１
０
）
年
に
東
京
の
街
全
体
が
大

水
害
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、

こ
と
に
下
町
の
被
災
者
救
護
を
目
的

に
、
当
時
の
浅
草
寺
貫
首
と
信
徒
総

代
と
が
話
し
合
っ
た
結
果
、
境
内
を

開
放
し
て
救
護
所
を
設
置
し
、
被
災

者
を
支
援
し
た
の
が
は
じ
ま
り
で

す
。
そ
の
後
の
震
災
や
戦
災
な
ど
を

経
て
現
在
の
「
社
会
福
祉
法
人
浅
草

寺
病
院
」
と
い
う
か
た
ち
に
な
っ
た

わ
け
で
す
。

山
村
　
医
療
法
人
で
は
な
く
社
会
福

祉
法
人
な
の
で
す
ね
。

黒
田

あ
く
ま
で
も
地
域
医
療
に
密

着
し
た
か
た
ち
で
の
運
営
を
基
軸
に

社
会
福
祉
活
動
に
も
力
を
入
れ
、
観

音
様
の
大
慈
悲
の
御
心

�
�
�
�

に
そ
っ
て
、

思
い
や
り
と
温
か
い
心
で
医
療
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
当
院
は
観
音
様
の
抜
苦
与
楽

�
�
�
�
�
�

（
慈

悲
、
苦
し
み
を
抜
い
て
福
楽
を
与
え

る
こ
と
）
の
精
神
を
実
践
す
る
場
に

な
れ
ば
と
思
い
、
設
立
当
時
の
救
護

所
か
ら
は
じ
ま
っ
た
こ
と
を
常
に
思

い
起
こ
し
な
が
ら
運
営
し
て
い
ま

す
。で
す
か
ら
、社
会
福
祉
法
人
と
し

て
所
得
の
低
い
方
が
た
に
は
無
料
診

療
を
行
う
な
ど
の
活
動
も
し
て
い
ま

す
。

塩
入

先
程
の
明
治
43
年
の
大
水
害

の
話
で
す
が
、こ
れ
は
明
治
期
最
大
の

水
害
と
い
わ
れ
、台
東
区
内
だ
け
で
も

床
上
浸
水
４
２
，０
０
０
戸
以
上
、救

助
人
員
２
４
，０
０
０
人
近
く
あ
っ
た

と
い
い
、浅
草
の
遊
園
地（
花
や
し
き
）

の
前
を
船
で
通
行
す
る
写
真
な
ど
も

◎進行=山村 正範（公益財団法人 仏教伝道協会）
◎編集・撮影=江口 郁 (公益財団法人 仏教伝道協会)
◎場所=社会福祉法人 浅草寺病院（東京都・台東区）

『仏教聖典』を訪ねて
シ リ ー ズ イ ン タ ビ ュ ー ③  

医療現場でも活用される『仏教聖典』

特別対談

黒田 忠英 師
（浅草寺病院院長・浅草寺山内金剛院住職）

×
塩入 亮乗 師
（浅草寺山内法善院住職）

仏
教
伝
道
協
会
は
、長
年『
仏
教
聖
典
』の
頒
布
を
主
軸
の
ひ
と
つ
と
位
置
づ

け
出
版
事
業
の
中
心
と
し
て
継
続
的
な
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。近
年
は
、頒

布
活
動
の
足
が
け
と
な
っ
た
ホ
テ
ル
な
ど
の
宿
泊
施
設
に
加
え
、寺
院
、教
育
機

関
、
医
療
・
矯
正
施
設
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、こ
の『
仏
教
聖
典
』を
病
院
内
で
ご
活
用
い
た
だ
い
て
い
る
社
会
福
祉

法
人
浅
草
寺
病
院
院
長
の
黒
田
忠
英
師（
浅
草
寺
山
内
金
剛
院
住
職
）に
お
話
を
伺

う
べ
く
、特
別
企
画
と
し
て
、各
メ
デ
ィ
ア
で
も
ご
活
躍
中
の
塩
入
亮
乗
師（
浅
草

寺
山
内
法
善
院
住
職
）を
交
え
、浅
草
寺
病
院
お
よ
び
浅
草
寺
を
取
り
巻
く
環
境
と

『
仏
教
聖
典
』
の
今
後
の
活
用
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

病室内の引き出しに
常備されている『仏教聖典』
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残
っ
て
い
ま
す
。

山
村
　
な
る
ほ
ど
。
大
災
害
で
被
災

さ
れ
た
方
が
た
、
困
っ
て
い
る
方
が

た
を
救
っ
て
き
た
歴
史
を
歩
ま
れ
今

日
に
至
る
の
で
す
ね
。

塩
入

そ
う
で
す
ね
。と
こ
ろ
で
、病

院
と
い
え
ば
、
よ
く
巷
で
聞
か
れ
る

の
が
〝
○
○
病
院
の
△
△
先
生
が
良

い
わ
よ
〟
と
い
う
よ
う
な
患
者
さ
ん

の
評
判
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
こ
の
場

合
、一
体〝
良
い
〟の
基
準
は
何
な
の

で
し
ょ
う
か
。

黒
田

ま
ず
は
、身
体
的
苦
痛（
痛
み

な
ど
）を
取
り
除
い
て
差
し
上
げ
る
の

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、困
っ
て
い
る
こ

と（
ス
ト
レ
ス
な
ど
の
心
の
問
題
）を

取
り
除
く
た
め
に
、じ
っ
く
り
と
患
者

さ
ん
の
話
に
耳
を
傾
け
、心
を
解
放
す

る
手
助
け
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
こ
か
ら
痛
み
の
原
因
が
見
つ
か
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
し
ね
。

塩
入

話
を
聞
い
て
く
れ
る
安
心
感
が

免
疫
力
に
良
い
影
響
を
及
ぼ
し
た
り
な

ん
て
こ
と
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

黒
田

そ
う
で
す
ね
。
医
療
の
根
本

は〝
手
当
て
〟で
、身
体
に
触
れ
る
だ

け
で
も
大
き
な
効
果
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。患
者
さ
ん
は
、た
だ
で
さ
え
何

ら
か
の
不
調
を
訴
え
て
病
院
に
い
ら

っ
し
ゃ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
当
然
何

事
も
悪
い
方
向
に
考
え
が
ち
で
す
。

心
の
ケ
ア
を
最
優
先
に
、
本
当
に
訴

え
た
い
こ
と
を
聞
き
出
す
こ
と
も
重

要
か
と
思
い
ま
す
。看
護
の〝
看
〟の

字
は
手
に
目
と
書
き
ま
す
よ
ね
。
手

が
目
の
働
き
を
す
る
の
で
す
。〝
手
当

て
〟は
看
護
の
基
本
で
す
。心
を
開
く

た
め
に
手
を
当
て
る
。
手
か
ら
得
ら

れ
る
も
の
に
よ
っ
て
患
者
さ
ん
と
私

た
ち
医
師
・
看
護
師
た
ち
と
の
間
に

〝
こ
の
人
た
ち
な
ら
任
せ
ら
れ
る
〟

と
い
う
信
頼
関
係
が
で
き
て
い
く
の

だ
と
思
い
ま
す
。

山
村
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

で
は
、
仏
教
と
医
療
と
の
関
係
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ

う
か
。

塩
入

浅
草
寺
に
は〝
観
音
会
説
法

�
�
�
�
�
�
�
�
�

〟

と
い
う
儀
式
が
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ

は
浅
草
寺
の
支
院
（
浅
草
寺
に
は
現

在
24
の
支
院
、
一
般
的
に
い
う
塔
頭

寺
院
が
存
在
し
て
い
る
）
の
住
職
に

な
る
際
に
、
浅
草
寺
貫
首
な
ら
び
に

支
院
の
全
住
職
の
前
で
説
法
を
す
る

と
い
う
も
の
な
の
で
す
が
、
黒
田
院

長
は
、
当
時
仏
教
と
医
療
を
取
り
上

げ
た
内
容
を
話
さ
れ
て
い
た
と
記
憶

し
て
い
ま
す
。

黒
田

は
い
。
仏
教
と
医
療
と
の
つ

な
が
り
と
い
え
ば
、
一
例
と
し
て
浅

草
寺
に
は〝
楊
枝
浄
水
加
持
会

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

〟と
い

う
行
事
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
無
病

息
災
を
願
い
、
浄
水
を
楊
枝
（
柳
の

枝
）を
さ
し
た
水
瓶
に
移
し
、本
堂
内

に
設
け
ら
れ
た
別
檀
に
お
い
て
、
希

望
さ
れ
る
ご
信
徒
一
人
ひ
と
り
の
頭

に
灌�

�
ぐ
と
い
う
儀
式
で
す
（
毎
年
６

月
18
日
に
本
堂
に
て
執
り
行
わ
れ

る
）。こ
れ
を
受
け
る
と
病
苦
を
ま
ぬ

が
れ
る
な
ど
の
ご
利
益
が
あ
る
と
い

わ
れ
毎
年
多
く
の
方
が
た
が
参
拝
さ

れ
る
の
で
す
が
、実
は
、こ
の
柳
の
枝

か
ら
抽
出
さ
れ
る
成
分
と
し
て
、
現

在
の
頭
痛
薬
の
成
分
と
し
て
も
有
名

な
ア
ス
ピ
リ
ン
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
話
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
仏

教
と
医
療
と
は
、
古
く
か
ら
深
い
つ

な
が
り
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
、

と
い
う
よ
う
な
話
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

塩
入

本
当
に
面
白
い
で
す
よ
ね
。柳

の
お
加
持
と
言
え
ば
、
三
十
三
間
堂

（
京
都
・
天
台
宗
妙
法
院
門
跡
）
の

行
事
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。

あ
る
時
、
後
白
河
上
皇
が
頭
痛
に
悩

ま
さ
れ
て
い
た
そ
の
原
因
を
占
っ
て

も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、「
上
皇
の
前
世
の

頭
蓋
骨
が
川
底
に
沈
ん
で
い
る
。
そ

の
髑
髏

�
�
�

を
貫
い
て
柳
の
木
が
生
え
て

い
て
、
風
が
吹
く
と
柳
の
木
が
揺
れ

て
髑
髏
に
触
れ
、
上
皇
の
頭
が
痛
む

の
だ
」と
い
う
も
の
で
し
た
。そ
こ
で
、

川
を
調
べ
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
本
当
に

髑
髏
が
見
つ
か
っ
た
た
め
、
そ
の
柳

を
取
り
除
い
て
三
十
三
間
堂
の
梁
に

使
用
し
て
供
養
し
た
と
こ
ろ
、
上
皇

の
頭
痛
が
治
ま
っ
た
と
い
う
話
が
あ

り
ま
す
。
で
す
か
ら
あ
の
時
代
か
ら

柳
と
頭
痛
と
は
、
西
洋
の
医
薬
の
発

達
以
前
の
こ
と
と
し
て
既
に
仏
教
的

に
も
関
係
が
あ
っ
た
の
で
す
よ
ね
。

山
村

そ
ん
な
身
近
な
と
こ
ろ
に
も

仏
教
と
医
療
に
は
つ
な
が
り
が
あ
っ

た
の
は
驚
き
で
す
ね
！

黒
田

口
先
だ
け
で
は
な
く
宗
教
者

と
し
て
も
医
療
人
と
し
て
も
、
観
音

会
説
法
で
皆
さ
ま
の
前
で
誓
っ
た
か

ら
に
は
ど
こ
か
で
実
現
し
て
い
く
し

か
な
い
と
い
う
、
あ
る
種
開
き
直
り

と
で
も
い
い
ま
し
ょ
う
か
（
微
笑
み

な
が
ら
）
私
の
決
意
表
明
で
も
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
浅
草
寺
は
聖
観
音
宗

の
総
本
山
で
す
か
ら
、
観
音
様
の
働

き
を
実
践
す
る
、
と
い
う
意
味
で
は

現
在
の
看
護
師
さ
ん
た
ち
も
、
そ
の

分
身
の
よ
う
な
立
場
に
あ
っ
て
最
前

線
で
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て

い
た
頃
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
、『
仏
教

聖
典
』
に
出
会
っ
た
の
は
。

山
村

ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
、初
め

て『
仏
教
聖
典
』に
接
し
た
の
で
す
か
。

黒
田

は
い
。
塩
入
先
生
が
仰
っ
た

観
音
会
説
法
を
す
る
た
め
に
、
何
を

話
そ
う
か
自
分
の
中
で
迷
っ
て
い
た

時
、
改
め
て
仏
教
と
医
療
を
見
つ
め

直
す
機
会
を
得
ま
し
た
。
そ
の
時
に

『
仏
教
聖
典
』に
出
会
っ
た
の
で
す
。

仏
教
は
、一
般
の
方
が
た
に
と
っ
て
、

分
か
っ
た
、分
か
ら
な
い
で
は
な
く
、

目
を
覚
ま
す
き
っ
か
け
を
与
え
て
く

れ
る
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
て
欲
し
い

と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、『
仏
教
聖

典
』は
そ
の
気
付
き
を
与
え
て
く
れ
、

心
に
働
き
か
け
る
存
在
で
あ
る
と
思

い
ま
し
た
。

山
村

で
は
、
心
と
病
気
の
関
わ
り

に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

塩
入

黒
田
院
長
は
漢
方
な
ど
に
も

精
通
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
何
事

も〝
気
〟と
い
う
か
、心
の
流
れ
が
安

ら
か
に
な
れ
ば
、恐
れ
が
な
く
な
り
、

心
が
落
ち
着
き
元
気
に
な
る
こ
と
も

多
い
で
す
よ
ね
。
観
音
様
の
働
き
は

「
施
無
畏

�

�

�

」と
い
っ
て
、恐
怖
心
を
取

り
除
く
と
い
う
も
の
で
す
。ま
た
、よ

く
皆
さ
ん
は〝
元
気
に
な
り
た
い
〟と

仰
い
ま
す
が
、「
病
気
」と
い
う
文
字

か
ら
「
病
」
を
取
り
除
く
と
、「
元
の

気
」す
な
わ
ち「
元
気
」に
戻
り
ま
す
。
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黒
田

東
洋
医
学
で
は
、
塩
入
先
生

の
仰
る
よ
う
に〝
気
を
元
に
戻
す
〟こ

と
が
重
要
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
が
医
療
の
根
本
か
と
思
い
ま
す

し
、
医
者
と
し
て
の
使
命
で
も
あ
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

よ
く
病
気
に
な
る
前
の
状
態
を

〝
未
病
〟
と
言
っ
て
病
気
の
診
断
を

つ
け
ら
れ
な
い
よ
う
な
状
態
が
あ
り

ま
す
。一
般
的
に〝
気
の
せ
い
〟な
ど

と
い
っ
て
聞
き
流
し
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、ま
さ
に「
気
」が
病

の
原
因
な
の
で
す
。
そ
う
い
っ
た
未

病
の
時
に
こ
そ
漢
方
薬
な
ど
の
東
洋

医
学
的
な
も
の
を
用
い
て〝
気
〟を
整

え
る
こ
と
に
よ
り
解
決
で
き
る
こ
と

は
沢
山
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

塩
入

気
が
抜
け
る
、
気
を
失
う
…

色
々
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
ん
な
状
態

に
陥
っ
て
も
そ
れ
を
元
の
状
態
に
戻

し
て
あ
げ
る
こ
と
、
心
の
状
態
を
元

に
戻
し
て
整
え
て
あ
げ
る
こ
と
が
医

療
で
は
大
事
で
す
よ
ね
。

山
村

な
る
ほ
ど
、そ
う
で
す
ね
。と

こ
ろ
で
、現
在
浅
草
寺
病
院
に
は『
仏

教
聖
典
』
を
各
病
室
に
設
置
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
医
療

現
場
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
活
用
が

考
え
ら
れ
ま
す
か
。

黒
田

核
家
族
が
増
え
た
影
響
も
あ

り
目
の
前
で
人
が
亡
く
な
る
と
い
う

経
験
を
さ
れ
る
方
が
た
は
少
な
く
な

っ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
私
た

ち
は
、
最
後
ま
で
患
者
さ
ん
の
心
を

解
放
し
て
差
し
上
げ
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
在
宅
看
護
・
介
護
の

時
代
で
す
。人
の
死
な
ど
、あ
ま
り
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
出
来
事
に
対
し

て
、
心
の
痛
み
を
受
け
入
れ
る
体
制

は
不
十
分
で
あ
り
、
今
後
残
さ
れ
た

家
族
が
大
き
な
負
担
を
強
い
ら
れ
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
様
ざ
ま
な

問
題
に
直
面
す
る
中
で
、
目
を
覚
ま

す
、〝
気
付
く
〟き
っ
か
け
を
与
え
て

く
れ
る
の
が『
仏
教
聖
典
』だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
や
は
り
文
字
を
読
む
こ

と
に
よ
っ
て
冷
静
に
も
考
え
ら
れ
ま

す
し
、
目
の
前
の
こ
と
に
気
付
い
て

欲
し
い
、
そ
の
よ
う
な
願
い
が
あ
り

ま
す
。
こ
と
に
『
仏
教
聖
典
』
に
は
、

ご
く
当
た
り
前
の
こ
と
が
書
か
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
を
私
た
ち
は
忘
れ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
わ
け
で
す
。

医
師
の
立
場
か
ら
し
て
も
残
さ
れ

た
家
族
が
死
と
い
う
も
の
を
受
け
入

れ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
大
切

な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
人
の

死
に
触
れ
る
経
験
が
減
っ
て
い
る
た

め
、
身
内
が
亡
く
な
る
と
い
う
事
実

を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
方
も
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
出

来
事
は
当
然
な
が
ら
誰
か
か
ら
教
わ

る
機
会
も
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
僧
侶

と
い
う
あ
る
種
中
立
的
な
存
在
で
あ

れ
ば
、
第
三
者
的
な
立
場
で
一
般
の

方
が
た
と
接
し
て
い
け
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

塩
入

本
当
に
そ
う
で
す
よ
ね
。
実

生
活
に
お
い
て
会
話
で
心
が
解
放
さ

れ
る
こ
と
っ
て
多
い
で
す
よ
ね
。
例

え
ば
家
族
を
亡
く
し
て
気
持
ち
が
沈

ん
だ
ま
ま
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

し
て
、
仏
教
で
は
仏
壇
と
い
う
存
在

が
あ
り
ま
す
。多
く
の
場
合
、寂
し
い

気
持
ち
、
癒
や
さ
れ
た
い
と
願
う
気

持
ち
が
あ
り
な
が
ら
、
必
ず
し
も
す

ぐ
に
誰
か
と
会
話
が
で
き
る
状
況
に

な
い
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
ん
な
中

で
仏
壇
に
そ
っ
と
話
し
か
け
る
、
気

持
ち
を
は
き
出
す
、
そ
う
い
う
風
景

が
よ
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
や
は
り

苦
し
い
気
持
ち
を
ず
っ
と
押
し
殺
し

て
い
た
ら
誰
で
も
気
が
滅
入
っ
て
鬱

状
態
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。

そ
ん
な
時
に
仏
壇
に
話
し
か
け
る
、

そ
れ
だ
け
で
気
が
晴
れ
る
こ
と
は

多
々
あ
り
ま
す
。

し
か
し
病
院
に
入
院
し
て
し
ま
っ

て
い
た
ら
、
そ
れ
さ
え
も
容
易
に
で

き
ま
せ
ん
。
お
見
舞
い
に
来
て
く
れ

る
家
族
や
友
人
、
看
護
師
、
医
師
、

色
々
な
人
が
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
が

常
時
話
し
相
手
に
な
っ
て
く
れ
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
と
き

に
癒
や
し
て
く
れ
る
存
在
に
な
る
の

は
、
や
は
り
文
字
や
音
声
な
ど
で
す

よ
ね
。で
も
音
声（
主
に
こ
こ
で
は
テ

レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
）の
場
合
に
は
、好
き

な
時
間
に
好
き
な
も
の
を
必
ず
し
も

見
た
り
聞
い
た
り
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。で
す
か
ら『
仏
教
聖
典
』の

存
在
は
素
晴
ら
し
い
で
す
よ
。
い
つ

で
も
好
き
な
と
き
に
そ
こ
に
居
て
く

れ
て
、
好
き
な
と
こ
ろ
か
ら
読
め
る

わ
け
で
す
か
ら
。
今
ま
で
考
え
た
こ

と
が
な
か
っ
た
よ
う
な
こ
と
も
、
ふ

と〝
こ
と
ば
〟と
し
て
見
る
と
色
々
な

気
付
き
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
気
付

い
た
瞬
間
に
そ
の
方
の
心
は
解
放
さ

れ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
も
う
怖
く
な

い
で
す
よ
ね
。

黒
田

実
際
に
、お
寺（
仏
教
）→
死
、

病
院
→
生
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
お
持

ち
の
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と

思
い
ま
す
が
、
病
室
で
『
仏
教
聖
典
』

を
読
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
で
、
ご
自

身
で
の
認
識
を
深
め
、
心
を
解
放
す

る
手
助
け
に
な
る
と
良
い
で
す
ね
。

『
仏
教
聖
典
』は
、心
の
ケ
ア
、自
分

自
身
へ
の〝
気
付
き
〟を
得
る
き
っ
か

け
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
し
、

今
後
も
そ
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
て

欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

塩
入

黒
田
先
生
が
仰
る
よ
う
に
、

病
院
と
寺
と
は
、
一
般
的
に
は
生
と

死
の
対
照
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
も

の
の
、
む
し
ろ
密
接
な
関
わ
り
が
あ

り
ま
す
。そ
し
て
心
の
ケ
ア
に
は
、私

た
ち
宗
教
者
の
関
わ
り
は
有
効
か
と

思
い
ま
す
。
医
者
や
看
護
師
は
医
療

技
術
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
す

が
、
僧
侶
は
心
を
解
き
ほ
ぐ
す
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
一
般
の
方

待合ロビー内に安置されている観音像
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で
も
読
む
こ
と
の
で
き
る
『
仏
教
聖

典
』
の
存
在
は
あ
り
が
た
い
こ
と
で

す
ね
。

山
村

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

す
で
に
多
く
の『
仏
教
聖
典
』を
浅
草

寺
病
院
内
に
設
置
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
、
入
院
さ
れ
て
い
る
患
者
さ

ま
に
直
接
読
ん
で
い
た
だ
く
御
縁
も

い
た
だ
き
本
当
に
嬉
し
く
思
い
ま
す

が
、
今
後
の
『
仏
教
聖
典
』
や
そ
の
他

出
版
事
業
の
可
能
性
を
ど
の
よ
う
に

お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

塩
入

世
の
中
に
は
沢
山
の
弱
者
が

存
在
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
方

が
た
を
少
し
で
も
救
い
た
い
で
す

ね
。病
院
内
の
こ
と
を
言
え
ば
、小
児

病
棟
な
ど
は
、
本
当
に
見
て
い
ら
れ

な
い
で
す
よ
ね
。
な
ぜ
こ
ん
な
小
さ

な
子
が
…
そ
う
思
う
と
耐
え
が
た
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
妊
婦
の

方
や
子
育
て
に
悩
む
方
に
も
是
非

『
仏
教
聖
典
』
を
読
ん
で
い
た
だ
き

た
い
で
す
ね
。

今〝
子
供
〟の
存
在
が
危
な
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。
昨
今
の
ニ
ュ
ー
ス
で

も
子
供
の
虐
待
や
い
じ
め
等
々
、
子

供
に
関
す
る
殺
傷
事
件
が
多
発
し
て

い
ま
す
。子
供
た
ち
の
心
を
解
放
し
、

み
ん
な
で
見
守
る
社
会
に
な
る
と
良

い
で
す
ね
。
子
供
た
ち
は
無
垢
で
無

抵
抗
な
存
在
で
す
か
ら
ね
。
親
子
で

読
め
る
よ
う
な『
仏
教
聖
典
』が
あ
る

と
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
既
に
仏

教
伝
道
協
会
さ
ん
で
は
、
マ
ン
ガ
や

手
軽
に
読
め
る
よ
う
な
冊
子
を
多
く

出
版
さ
れ
て
い
ま
す
ね
【
『
ま
ん
が

仏
教
の
ひ
み
つ
』：
平
成
25（
２
０
１

３
）年（
株
）学
研
プ
ラ
ス
と
共
同
で

刊
行
／（
社
）日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議

会
推
薦
／
監
修
前
田
專
學
（
東
京
大

学
名
誉
教
授
）
】
。『
仏
教
聖
典
』
の

方
も
、
も
う
一
歩
進
化
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
も
っ
と
柔
ら
か
く
小
学
生
で

も
わ
か
る
聖
典
が
あ
る
と
最
高
で
す

ね
。
挿
し
絵
な
ど
も
た
く
さ
ん
入
れ

る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。
大
人
目
線

だ
け
で
は
な
く
、
子
供
で
も
老
人
で

も
誰
も
が
親
し
め
る
よ
う
な
そ
ん
な

一
冊
で
あ
れ
ば
更
に
活
用
が
で
き
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

黒
田

浅
草
寺
病
院
で
は
、
現
在
病

室
の
引
き
出
し
の
中
に
『
仏
教
聖
典
』

を
常
備
し
て
い
ま
す
の
で
入
院
中
の

患
者
さ
ん
が
い
つ
で
も
気
軽
に
手
に

と
っ
て
い
た
だ
け
る
状
態
で
す
。病
室

の
窓
か
ら
は
、浅
草
寺
の
境
内
や
五
重

塔
を
臨
む
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、ロ
ビ

ー
に
は
大
き
な
観
音
像
を
安
置
し
て

い
ま
す
。観
音
様
に
見
守
ら
れ
て
い
る

安
心
感
を
も
っ
て
通
院
、入
院
さ
れ
て

い
る
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

お
寺
の
病
院
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を
活

か
し
て
、今
後
緩
和
病
棟
な
ど
の
設
置

も
視
野
に
入
れ
て
い
け
た
ら
と
考
え

て
い
ま
す
。
治
療
ば
か
り
で
は
な
く

〝
養
生
〟で
き
る
環
境
を
提
供
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
。

黒
田
先
生
は
浅
草
寺
病
院
の
院
長

に
就
任
さ
れ
て
か
ら
２
年
と
い
う
話

で
し
た
が
、将
来
的
な
展
望
を
し
っ
か

り
と
見
据
え
、実
直
且
つ
柔
和
な
人
柄

で
、塩
入
先
生
の
親
し
み
や
す
い
話
ぶ

り
と
相
俟
っ
て
時
間
が
あ
っ
と
言
う

間
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。お
二
方
に
浅

草
寺
お
よ
び
浅
草
寺
病
院
の
長
い
歴

史
に
沿
っ
て
様
ざ
ま
な
視
点
で
、医
療

現
場
と『
仏
教
聖
典
』の
存
在
に
つ
い

て
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
、ま
た『
仏

教
聖
典
』に
対
す
る
建
設
的
な
ご
意
見

の
数
々
を
頂
戴
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。今
後
も
医
療
現
場
に
お
け
る
活

用
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、未
来
を
担

う
幼
い
子
供
た
ち
か
ら
、日
本
を
長
年

支
え
て
き
て
く
れ
た
高
齢
の
方
が
た

ま
で
幅
広
く
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る

『
仏
教
聖
典
』や
書
籍
づ
く
り
を
す
す

め
て
ま
い
り
ま
す
。

黒田 忠英
くろだ•ただひで
社会福祉法人浅草寺病院院長　
聖観音宗・浅草寺山内金剛院住職
●昭和46（1971）年東京生まれ。杏林
大学医学部卒・医学博士。平成26
（2014）年に社会福祉法人浅草寺病院
院長に就任。

塩入 亮乗
しおいり•りょうじょう
社会福祉法人浅草寺病院評議員
聖観音宗・浅草寺山内法善院住職
●昭和29（1954）年東京生まれ。成城
大学文芸学部文化史学科卒業。大正大
学大学院（仏教史学専攻）修士課程卒
業、同博士課程単位取得満期退学。主な
著書（いずれも共著）として、『来世を
どう説くか』（四季社）、『仏教行事散
策』（東京書籍）、『宗派別お経のすべ
て』（日本文芸社）、『浅草謎とき散歩』
（ＫＡＤＯＫＡＷＡ/中経出版）ほか多
数あり。

◆その他、社会福祉法人 浅草寺病院につ
いての詳細は下記にてご確認ください。
公式ウェブサイト　
http://www.sensoji-h.or.jp/

『仏教聖典』やその他出版事業に関する
お問い合わせは仏教伝道協会公式ウェ
ブサイトにてご確認ください。
http://www.bdk.or.jp/
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海
外
で
も
、本
事
業
は
多
く
の

支
持
を
得
て
お
り
、カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
の
マ

ー
ク
・
ブ
ラ
ム
教
授
の
翻
訳
で

平
成
26（
２
０
１
４
）年
に
発
刊

し
た『
大
般
涅
槃
経
⑴
』の
英
訳

が
、〝
最
も
優
秀
な
翻
訳
〟
と
し

て
栄
え
あ
る「
2015 Khyentse

Foundation Prize」（
財
団
の

活
動
等
詳
細
に
つ
い
て
は
こ
ち

ら
http://khyentsefounda-

tion.org/ ）に
選
ば
れ
る
な
ど
、

国
際
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
公
開
さ
れ
た
英
訳
典
籍
は
、

ア
メ
リ
カ
国
内
の
い
く
つ
か
の

大
学
に
お
い
て
、
仏
教
入
門
の

授
業
用
教
材
と
し
て
採
用
さ
れ

る
な
ど
、「
英
訳
大
蔵
経
」は
着

実
に
世
界
に
広
ま
っ
て
い
ま

す
。

Ｂ
Ｄ
Ｋ「
英
訳
大
蔵
経
」

事
業
報
告

02Activity

日
本
で
は
44
年
ぶ
り
と
な
る

第
23
回
世
界
ス
カ
ウ
ト
ジ
ャ
ン

ボ
リ
―
が
、
山
口
県
阿
知
須
き

ら
ら
浜
に
お
い
て
７
月
28
日
か

ら
８
月
８
日
ま
で
開
催
さ
れ
、

１
６
２
の
国
と
地
域
か
ら
お
よ

そ
３
４
，
０
０
０
人
の
青
少
年

が
参
加
し
ま
し
た
。ボ
ー
イ（
ガ

ー
ル
）ス
カ
ウ
ト
で
は
、明
確
な

信
仰
を
持
つ
こ
と
を
奨
励
し
て

お
り
、
世
界
中
の
さ
ま
ざ
ま
な

宗
教
が
紹
介
さ
れ
ま
す
。
仏
教

伝
道
協
会
で
は
、
こ
の
大
会
に

お
い
て『
仏
教
の
ひ
み
つ
』の
英

訳
版
で
あ
る
『
The W
isdom

of Buddhism
 in Japan』
を

５
，
０
０
０
冊
、『
ブ
ッ
ダ
の
お

し
え
』と
と
も
に
配
布
し
、世
界

の
青
少
年
に
日
本
仏
教
と
そ
の

精
神
を
紹
介
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
仏
教
に
馴
染
み
の

な
い
方
が
た
向
け
の
冊
子
と
し

て
仏
教
の
歴
史
や
宗
派
、
仏
教

用
語
な
ど
を
簡
潔
に
解
説
し
た

『
と
っ
て
も
や
さ
し
い
　
は
じ

め
て
の
仏
教
』
を
新
た
に
作
成
、

よ
り
身
近
に
仏
教
を
感
じ
て
い

た
だ
く
ツ
ー
ル
と
し
て
寺
院
を

中
心
に
約
９
０
，
０
０
０
冊
を

配
布
し
ま
し
た
。

そ
の
他
  Ｂ
Ｄ
Ｋ

書
籍
関
連
活
動
報
告

03Activity

ジャンボリーにて笑顔で「まんが仏教のひみつ」を受け取るガールスカウトたち
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奨
学
金
事
業
報
告

「
外
国
人
留
学
生
奨
学
金
」
制
度
設
置
25
周
年
記
念
を
記
念
し
て

受
給
者
名
鑑
『
BDK Fellow
ships in the W
orld』
刊
行

外
国
人
留
学
生
奨
学
金
の
制

度
は
、
海
外
か
ら
来
日
し
仏
教

研
究
を
行
う
外
国
籍
の
学
者
、

研
究
者
ま
た
は
学
生
に
対
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
国
に
戻
り
、

日
本
で
学
ん
だ
仏
教
精
神
、
文

化
等
を
、学
問
を
通
じ
、ひ
ろ
く

世
界
に
伝
え
て
い
た
だ
き
た

い
、と
の
願
い
か
ら
平
成
３（
１

９
９
１
）
年
に
設
置
さ
れ
ま
し

た
。25
年
の
歳
月
が
な
が
れ
、奨

学
金
審
査
委
員
会
は
、
平
成
27

（
２
０
１
５
）年
度
ま
で
に
、の

べ
68
名
の
素
晴
ら
し
い
人
材
を

採
用
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
現

在
で
は
日
本
、ド
イ
ツ
、カ
ナ
ダ

の
３
ヶ
国
に
お
い
て
、
外
国
人

留
学
生
奨
学
金
お
よ
び
日
本
人

留
学
生
奨
学
金
を
含
む
計
５
つ

の
仏
教
伝
道
協
会
に
関
連
す
る

奨
学
金
制
度
が
運
営
さ
れ
て
お

り
、
い
ず
れ
も
優
秀
な
人
材
を

輩
出
し
続
け
て
い
ま
す
。

元
受
給
者
の
多
く
は
、
世
界

各
国
の
仏
教
学
界
の
第
一
線
で

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
度

25
周
年
の
軌
跡
を
辿
る
と
と
も

に
、
多
く
の
元
受
給
者
の
方
が

た
の
近
況
を
ま
と
め
た
『
BDK

Fellow
ships in the W
orld』

（
奨
学
金
受
給
者
名
鑑
）
を
編

集
・
刊
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

仏
教
伝
道
協
会
で
は
今
後
も

未
来
の
仏
教
学
界
を
担
う
人
材

を
積
極
的
に
採
用
・
育
成
し
、

少
し
で
も
多
く
の
方
が
た
に
学

問
を
通
じ
て
仏
教
の
叡
智
が
伝

わ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

外
国
人
留
学
生
奨
学
金
制

度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
仏

教
伝
道
協
会
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い

http://w
w
w.bdk.or.jp/

※
『
BDK Fellow
ships in

the W
orld』（
奨
学
金
受
給

者
名
鑑
）
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は
仏
教
伝
道
協
会
事

務
局
ま
で
お
気
軽
に
ど
う
ぞ

当
協
会
の
助
成
事
業
の
主
柱
を
担
う
奨
学
金
事
業
で
す
が
、

平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
を
以
て
「
BDK Fellowship for

Foreign Scholars（
BDK外
国
人
留
学
生
奨
学
金
制
度
）」

は
25
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
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「
外
国
人
留
学
生
奨
学
金
」

制
度
は
、
海
外
か
ら
来
日
し
仏

教
研
究
を
す
る
外
国
籍
の
学

者
、
研
究
者
ま
た
は
学
生
に
対

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
国
に
戻

り
、
日
本
で
学
ん
だ
仏
教
精

神
、
文
化
等
を
、
学
問
を
通

じ
、
弘
く
世
界
に
伝
え
て
い
た

だ
き
た
い
と
の
願
い
か
ら
平
成

３
（
１
９
９
１
）
年
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。

第
26
回
目
と
な
る
平
成
28

（
２
０
１
６
）
年
度
募
集
分

は
、
２
月
に
開
催
さ
れ
た
審
査

委
員
会
に
よ
る
厳
正
な
審
議
の

結
果
、
左
記
２
名
（
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
表
記
順
に
記
載
）
を
選

出
し
ま
し
た
。

平
成
28（
２
０
１
６
）年
度

「
外
国
人
留
学
生
奨
学
金
」
受
給
者
紹
介

「
外
国
人
留
学
生
奨
学
金
」

制
度
の
ご
紹
介

当
協
会
の
奨
学
金
に
応
募
し
た
き
っ
か
け

奨
学
金
を
受
給
し
て
最
も
良
か
っ
た
と
思
う
こ
と

奨
学
金
受
給
後
の
展
望

◇
ケ
ビ
ン
・
バ
カ
ル
（
K
evin B
uckelew
）
氏

■
所
属
機
関
／
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

■
研
究
テ
ー
マ
／
唐
・
宋
・
元
代
中
国
の
禅
仏
教
に
お
け
る
隠
者

●
Em
anuele Davide Giglio

（
エ
マ
ニ
ュ
エ
ー
レ
・
ダ
ヴ
ィ
デ
・
ジ
ッ
リ
オ
）
氏

所
属
機
関
：
東
京
大
学

研
究
テ
ー
マ
：
日
蓮
撰
『
諸
法
実
相
鈔
』（
真
蹟
非
現
存
お
よ
び
真
偽
未

決
）に
関
す
る
方
法
論
的
・
書
誌
学
的
・
思
想
史
的
研
究

●
Katarzyna M
arciniak

（
カ
タ
ジ
ナ
・
マ
ル
チ
ニ
ャ
ッ
ク
）
氏

所
属
機
関
：
創
価
大
学
・
国
際
仏
教
学
高
等
研
究
所

研
究
テ
ー
マ
：
大
衆
部
説
出
世
部（
マ
ハ
ー
サ
ー
ン
ギ
カ
・
ロ
ー
コ
ッ

タ
ラ
ヴ
ァ
ー
ダ
）の
文
献『
マ
ハ
ー
ヴ
ァ
ス
ト
ゥ
』の

仏
教
梵
語
を
、最
古
の
写
本
二
本
(M
S Sa, M
S Na)

を
使
用
し
研
究
予
定

新
た
な
２
名
の
受
給
者
の
方

が
た
に
も
期
待
を
込
め
つ
つ
、

昨
年
度
の
奨
学
生
と
し
て
既
に

受
給
期
間
を
終
了
し
た
方
が
た

か
ら
の
報
告
が
届
い
て
い
ま
す

の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
度

外
国
人
留
学
生
奨
学
金

受
給
者

第25回

仏
教
学
の
分
野
で
、
仏
教

伝
道
協
会
の
奨
学
金
は
大
変
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら

の
奨
学
金
に
採
用
さ
れ
る
の
は

か
な
り
の
難
関
だ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
指
導
教
授
や
先
輩

た
ち
か
ら
挑
戦
す
る
こ
と
を
勧

め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
正
式

に
採
用
さ
れ
た
こ
と
を
知
ら
さ

れ
た
時
は
と
て
も
嬉
し
か
っ
た

で
す
。
仏
教
伝
道
協
会
の
奨
学

金
の
お
か
げ
で
、
京
都
大
学
人

文
科
学
研
究
所
の
船
山
徹
教
授

の
も
と
で
１
年
間
、
博
士
論
文

の
研
究
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
日
本
の
文
化
と
宗
教
を

研
究
す
る
た
め
に
日
本
に
留
学

で
き
る
と
い
う
奨
学
金
は
よ
く

あ
り
ま
す
が
、
日
本
以
外
の
国

に
お
け
る
仏
教
に
つ
い
て
研
究

で
き
る
奨
学
金
は
数
少
な
い
の

京都大学にて
2015年度奨学生のケビン・バカル氏と指導教授の船山徹先生

１

１２３
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で
、
仏
教
伝
道
協
会
の
奨
学
金

は
仏
教
学
全
体
の
振
興
に
と
っ

て
大
切
な
存
在
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。仏

教
伝
道
協
会
の
奨
学
金

の
受
給
者
と
し
て
、
京
都
大
学

の
恵
ま
れ
た
環
境
で
研
究
が
で

き
、
日
本
に
の
み
現
存
し
て
い

る
一
次
資
料
を
発
見
し
、
た
く

さ
ん
の
寺
院
を
拝
観
、
仏
教
的

儀
式
を
直
に
見
る
こ
と
が
で

き
、
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
仏

教
学
の
知
識
を
深
め
更
に
読
解

の
訓
練
を
す
る
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。国
籍
に
関
係
な
く
、こ

の
よ
う
な
日
本
の
豊
か
で
歴
史

の
長
い
仏
教
学
界
に
足
を
踏
み

入
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
本
当

に
光
栄
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

日
本
で
の
１
年
間
の
滞
在

の
後
、
台
湾
の
中
央
研
究
院
に

て
更
に
も
う
１
年
間
、
博
士
論

文
の
研
究
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

つ
も
り
で
す
。
日
本
と
台
湾
と
、

こ
ち
ら
に
来
る
前
に
は
中
国
に

も
滞
在
し
て
い
た
の
で
す
が
、

３
ヶ
国
で
の
経
験
は
、
博
士
論

文
執
筆
に
あ
た
っ
て
の
大
切
な

基
礎
を
つ
く
っ
て
く
れ
て
い
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
に
帰
国
後
は
博

士
論
文
を
終
え
て
大
学
院
を
卒

業
、
い
ず
れ
は
日
本
で
の
経
験

を
活
か
し
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で

教
授
職
を
得
て
、
次
世
代
に
仏

教
の
世
界
を
紹
介
で
き
る
よ
う

な
立
場
に
な
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
今
後
も
様
ざ

ま
な
国
の
仏
教
学
が
お
互
い
に

関
わ
り
合
い
つ
な
が
っ
て
い
く

こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

私
が
仏
教
伝
道
協
会
の
奨

学
金
に
応
募
し
た
時
は
、
博
士

課
程
の
３
年
目
で
、
丁
度
学
内

で
の
奨
学
金
の
契
約
が
切
れ
る

と
こ
ろ
で
し
た
。
授
業
に
出
て

単
位
を
取
得
し
、
学
会
で
活
動

し
な
が
ら
博
士
課
程
の
３
年
間

を
過
ご
し
た
後
、
そ
の
次
に
や

っ
と
博
士
論
文
を
書
く
体
制
に

な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
時

に
は
ま
た
新
た
に
奨
学
金
を
探

す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
博
士
課
程
の
３
年
を
過

ぎ
る
と
、
学
内
外
問
わ
ず
に
応

募
で
き
る
奨
学
金
が
極
端
に
少

な
く
な
り
ま
す
。
数
少
な
い
奨

学
金
の
中
で
、
貴
協
会
の
奨
学

金
の
存
在
を
知
り
、
藁
に
も
す

が
る
気
持
ち
で
応
募
し
ま
し

た
。
ま
さ
か
受
か
る
と
は
思
っ

て
お
ら
ず
、
学
外
で
の
ア
ル
バ

イ
ト
を
探
し
て
い
た
真
最
中
で

し
た
が
、
採
用
の
お
知
ら
せ
を

い
た
だ
い
た
時
は
、
と
て
も
嬉

し
く
て
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。
し

ば
ら
く
誰
に
も
知
ら
せ
ず
に
自

分
の
中
で
密
か
に
喜
び
を
味
わ

っ
て
い
ま
し
た
。

貴
協
会
の
奨
学
金
を
受
給

し
て
い
た
１
年
間
、
博
士
論
文

に
専
念
し
書
き
上
げ
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
が
、
最
も
嬉
し
い

こ
と
で
し
た
。
単
な
る
金
銭
的

援
助
を
い
た
だ
い
た
と
い
う
認

識
で
は
な
く
、
博
士
論
文
を
書

け
る
時
間
と
チ
ャ
ン
ス
を
与
え

◇
崔
　
境
眞
（
K
yeong
jing
 C
hoi）
氏

■
所
属
機
関
／
東
京
大
学
大
学
院
 人
文
社
会
系
研
究
科
 

ア
ジ
ア
文
化
研
究
専
攻
イ
ン
ド
哲
学
・
仏
教
学
専
門
分
野
 博
士
課
程

■
研
究
テ
ー
マ
／
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
刹
那
滅
論
証
と
チ
ベ
ッ
ト
人
に
よ
る
思
想
的
発
展

て
い
た
だ
い
た
、
と
考
え
て
い

ま
す
。
生
活
費
と
学
費
の
心
配

を
し
つ
つ
、
外
で
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
な
が
ら
博
士
論
文
を
書
く

と
い
う
環
境
の
も
と
で
は
、
１

年
で
書
き
上
げ
る
こ
と
は
難
し

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
何
一
つ

不
自
由
の
無
い
時
間
が
与
え
ら

れ
た
か
ら
こ
そ
、平
成
27（
２
０

１
５
）
年
度
末
ま
で
に
博
士
論

文
を
書
き
終
え
る
と
い
う
目
標

が
達
成
で
き
ま
し
た
。
そ
の
意

味
で
、
私
は
貴
協
会
の
奨
学
金

を
受
給
し
て
、
１
年
間
の
日
本

留
学
と
い
う
簡
単
な
言
葉
で
は

言
い
表
せ
な
い
、
そ
れ
以
上
の

大
事
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
と
思
い
ま
す
。

奨
学
金
受
給
後
も
、
暫
く

日
本
に
滞
在
し
、
仏
教
学
の
研

究
を
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
博
士
論
文
を
書
く
中
で
直

東京大学にて
2015年度奨学生のキョンジン・チョイ氏と指導教授の斎藤明先生

２

３

１

２

３
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面
し
た
諸
問
題
や
新
た
な
研
究

課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
も

う
１
年
を
か
け
て
博
士
論
文
を

補
足
し
、
出
版
に
向
け
て
整
え

て
い
く
予
定
で
す
。ま
た
、博
士

論
文
で
は
仏
教
論
理
学
お
よ
び

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
を
中
心
に
研
究

を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
は
視
野
を
広
げ
て
よ
り
幅

広
い
テ
ー
マ
を
も
っ
て
仏
教
学

の
研
究
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、理
想
的

に
は
今
ま
で
貴
協
会
を
含
め
、

諸
先
生
方
の
恩
恵
を
受
け
て
培

っ
て
き
た
知
識
や
経
験
を
何
ら

か
の
形
で
社
会
に
還
元
で
き
れ

ば
嬉
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
私
な
り
の
回
向
だ
と
考

え
ま
す
。

仏
教
伝
道
協
会
の
奨
学
金
に
応
募
し
た
き
っ
か
け

受
給
し
て
良
か
っ
た
と
思
う
こ
と

奨
学
金
受
給
後
の
展
望

◇
石
村
 克
 氏

■
留
学
先
／
ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
大
学

平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
度

日
本
人
留
学
生
奨
学
金

受
給
者

第３回

１２３

「
日
本
人
留
学
生
奨
学
金
制

度
」
は
、
日
本
か
ら
海
外
に
渡

り
国
際
的
な
視
野
を
養
い
、
将

来
の
仏
教
学
術
振
興
に
貢
献
し

う
る
日
本
人
の
若
手
研
究
者
を

育
成
し
た
い
と
い
う
願
い
か

ら
、
平
成
24
（
２
０
１
２
）
年

に
設
立
し
ま
し
た
。

第
４
回
目
と
な
る
平
成
28

（
２
０
１
６
）
年
度
は
、
平
成

27
（
２
０
１
５
）
年
12
月
に
開

催
さ
れ
た
審
査
委
員
会
に
よ
る

厳
正
な
審
議
の
結
果
、
下
記
３

名
（
五
十
音
順
に
記
載
）
を
選

出
し
ま
し
た
。

平
成
28（
２
０
１
６
）年
度

日
本
人
留
学
生
奨
学
金
受
給
者
紹
介

●
中
上
 淳
貴

所
属
機
関
：
東
京
大
学

留
学
先
：
ド
イ
ツ
・
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学

●
堀
内
 俊
郎

所
属
機
関
：
東
洋
大
学

留
学
先
：
ド
イ
ツ
・
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学

●
松
岡
 寛
子

所
属
機
関
：
京
都
大
学

留
学
先
：
ド
イ
ツ
・
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学

新
た
な
３
名
の
受
給
者
の
皆

さ
ま
に
も
期
待
を
込
め
つ
つ
、

既
に
受
給
期
間
を
終
え
た
第
３

回
奨
学
生
か
ら
の
報
告
が
届
い

て
い
ま
す
の
で
ご
紹
介
し
ま

す
。

以
前
か
ら
海
外
で
学
問
の

幅
を
広
げ
た
い
と
思
い
な
が
ら

日
本
で
研
究
を
続
け
て
い
た
と

こ
ろ
、
広
島
大
学
の
小
川
英
世

教
授
よ
り
仏
教
伝
道
協
会
の
奨

学
金
制
度
を
紹
介
し
て
い
た
だ

き
、
応
募
す
る
こ
と
を
決
心
し

ま
し
た
。

現
在
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
・

ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
・
ア
ル
バ

カ
ー
キ
に
留
学
し
て
い
ま
す
。

日
本
に
い
る
間
は
研
究
の
た
め

の
時
間
を
作
る

の
に
苦
労
し
て

い
ま
し
た
が
、こ

ち
ら
の
奨
学
金

の
お
か
げ
で
、日

本
に
比
べ
て
生

活
費
の
か
か
る

ア
メ
リ
カ
で
も
、

何
の
不
安
も
な

く
す
べ
て
の
時

間
を
使
っ
て
研

究
に
打
ち
込
む

こ
と
が
で
き
ま

す
。自
分
の
専
門

分
野
以
外
に
も

手
を
伸
ば
す
余

裕
が
あ
り
、
学
問
的
視
野
が
大

き
く
広
が
り
ま
し
た
。ま
た
、こ

ち
ら
の
先
生
の
計
ら
い
で
大
学

の
講
義
に
自
由
に
出
席
す
る
こ

と
が
で
き
、
一
度
勉
強
し
終
え

た
こ
と
も
異
な
る
言
語
で
学
び

直
す
と
理
解
が
一
段
と
深
ま
る

こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

こ
の
恵
ま
れ
た
環
境
の
中

で
、
自
分
の
研
究
を
ま
と
め
る

こ
と
が
で
き
、
新
し
い
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
も
順
調
に
進
ん
で
い
ま

す
。留
学
を
終
え
た
後
に
は
、こ

れ
ら
の
成
果
を
学
会
で
発
表
し

て
い
く
予
定
で
す
。

※
支
給
内
容
の
詳
細
や
応
募

方
法
等
に
つ
き
ま
し
て
は
仏

教
伝
道
協
会
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

http://w
w
w.bdk.or.jp/

アメリカ・ニューメキシコ大学にて
2015年度奨学生の石村克氏と指導教授

２

３

１
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仏
教
伝
道
文
化
賞
／
沼
田
奨
励
賞

仏
教
伝
道
文
化
賞
並
び
に
沼
田
奨
励
賞
を
選
定
す
る
に
あ
た
り
、
国

内
外
の
各
仏
教
宗
派
を
は
じ
め
、
各
研
究
機
関
お
よ
び
専
門
家
の
方
が

た
に
推
薦
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
推
薦
状
に
基
づ
い
て
、平
成
27（
２
０
１
５
）年

７
月
23
日
に
選
定
委
員
会
を
開
催
し
、厳
正
な
討
議
を
行
い
、受
賞
者
を

選
出
し
ま
し
た
。

第
49
回
  仏
教
伝
道
文
化
賞
贈
呈
式

平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
10
月
15
日
、
仏
教
伝
道
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
（
東

京
都
港
区
）に
て
贈
呈
式
な
ら
び
に
祝
賀
披
露
宴
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

贈
呈
式
で
は
、木
村
清
孝
選
定
委
員
長
に
よ
る
審
査
報
告
の
後
、仏
教

伝
道
文
化
賞
を
受
賞
さ
れ
た
金
光
寿
郎
氏
に
は
賞
金
３
０
０
万
円
と
副

賞
が
、
沼
田
奨
励
賞
を
受
賞
さ
れ
た
ビ
ハ
ー
ラ
医
療
団
の
皆
さ
ま
に
は

賞
金
２
０
０
万
円
と
副
賞
が
そ
れ
ぞ
れ
授
与
さ
れ
ま
し
た
。式
典
で
は
、

石
上
善
應
師（
大
正
大
学
名
誉
教
授
）と
三
島
多
聞
師（
真
宗
大
谷
派
参

務
）よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
、祝
賀
披
露
宴
で
は
二
組
の
受
賞
者
を
祝

う
多
く
の
皆
さ
ま
に
御
出
席
い
た
だ
き
、渡
邊
寶
陽
師（
立
正
大
学
名
誉

教
授
）に
よ
る
乾
杯
の
発
声
に
始
ま
り
、伊
藤
繁
氏（
武
蔵
野
大
学
教
授
）

に
よ
る
エ
レ
ク
ト
ー
ン
の
演
奏
に
の
せ
、和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、無
事

閉
宴
と
な
り
ま
し
た
。

第
49
回
　
仏
教
伝
道
文
化
賞

文
化
賞
概
要
と
受
賞
者
紹
介

仏教伝道文化賞
金光 寿郎 氏

昭和２（1927）年岡山県
生まれ。NHK｢心の時代｣
のディレクターとして
仏教を多くの人に伝え、
特に地方の隠れた仏教
者を掘り起こして紹介
しておられます。

仏教伝道文化賞
沼田奨励賞
ビハーラ医療団
（代表者 田代俊孝師）

医療と仏教の協働に努
められ、研修会を開き、
意見交換をし、終末医療
に仏教思想をどう活か
すかに取り組まれてお
られます。

受賞関係者

審査報告をする木村清孝選定委員長

三島多聞師 渡邊寶陽師石上善應師
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─
ま
ず
は
「
お
て
ら
お
や
つ
ク
ラ

ブ
」
発
足
の
経
緯
と
活
動
内
容
に
つ

い
て
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

現
在
、
全
国
に
は
１
４
０
万
世
帯

を
超
え
る
ひ
と
り
親
家
庭
が
あ
り
、

そ
の
約
６
割
が
経
済
的
に
困
難
な
状

態
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
環
境
で
育
つ
子
ど
も
に
と

っ
て
食
の
問
題
は
深
刻
で
あ
り
、
お

や
つ
や
果
物
を
な
か
な
か
食
べ
る
こ

と
が
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
も
い
る

の
が
実
状
で
す
。

一
方
、
全
国
の
お
寺
で
は
熱
心
な

檀
信
徒
の
皆
さ
ま
の
お
参
り
と
と
も

に
、
日
々
た
く
さ
ん
の
お
菓
子
や
果

物
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
一
般
的

に
い
う「
お
そ
な
え
も
の
」な
の
で
す

が
、
申
し
訳
な
い
こ
と
に
食
べ
き
れ

ず
に
駄
目
に
し
て
し
ま
う
場
合
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
、
全
国
の
お
寺
と
ひ
と
り
親

家
庭
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
か

と
考
え
た
の
で
す
。

「
お
て
ら
お
や
つ
ク
ラ
ブ
」
で
は
、

お
寺
に
お
供
え
さ
れ
る
お
菓
子
や
果

物
な
ど
を
、
仏
さ
ま
か
ら
私
た
ち
へ

の「
お
さ
が
り
」と
し
て
頂
戴
し
、さ

ま
ざ
ま
な
事
情
で
経
済
的
に
困
難
な

状
況
に
あ
る
ひ
と
り
親
家
庭
へ
「
お

す
そ
わ
け
」
す
る
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
全
国
に
あ
る
ひ
と
り
親
家
庭

を
支
援
す
る
団
体
な
ど
を
通
じ
て
、

各
地
の
お
寺
か
ら
お
菓
子
や
食
品
な

ど
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

平
成
28（
２
０
１
６
）年
２
月
時
点

で
、
活
動
に
賛
同
い
た
だ
い
て
い
る

寺
院
は
３
４
４
を
超
え
、毎
月
３
，０

０
０
名
ほ
ど
の
子
ど
も
た
ち
が
お
寺

か
ら
の「
お
す
そ
わ
け
」を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

現
在
全
国
に
は
７
０
，
０
０
０
を

超
え
る
お
寺
が
あ
り
ま
す
が
、
私
た

ち
の
活
動
は
、
ど
の
よ
う
な
お
寺
で

も
参
加
、
実
践
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
可
能
で
す
。
今
や
貧
困
問
題
は
全

平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
度
　
そ
の
他
助
成
事
業
報
告

「
お
て
ら
お
や
つ
ク
ラ
ブ
」
の
ご
紹
介

仏
教
伝
道
協
会
で
は
仏
教
精
神
、
仏
教
文
化
の
興
隆
活
動
を
積
極
的
に

展
開
し
て
い
る
国
内
外
の
団
体
等
へ
の
助
成
支
援
事
業
を
展
開
し
て
い
ま

す
。今
回
は
、そ
の
活
動
を
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る「
お
て
ら
お
や

つ
ク
ラ
ブ
」
代
表
松
島
靖
朗
師
（
浄
土
宗
安
養
寺
住
職
）
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

◎
聞
き
手
=公
益
財
団
法
人
　
仏
教
伝
道
協
会
　
江
口
郁

◎
写
真
協
力
=｢お
て
ら
お
や
つ
ク
ラ
ブ
｣
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国
ど
こ
に
も
あ
る
課
題
で
す
か
ら
、

全
国
の
お
寺
を
巻
き
込
ん
だ
、
地
域

に
密
着
し
た
社
会
福
祉
活
動
と
し
て

実
践
し
て
い
け
た
ら
と
も
考
え
て
い

ま
す
。

─
で
は
活
動
す
る
際
に
気
を
つ

け
て
い
る
こ
と
な
ど
は
あ
り
ま
す

か
。「

お
て
ら
お
や
つ
ク
ラ
ブ
」は
単
な

る
食
糧
支
援
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
檀

信
徒
の
皆
さ
ま
よ
り
お
預
か
り
し
た

仏
さ
ま
へ
の
お
供
え
物
を
「
お
す
そ

わ
け
」す
る
わ
け
で
す
か
ら
、そ
こ
に

は
仏
教
が
説
く
慈
悲
の
実
践
が
な
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

〝
お
仏
飯

�
�
�
�

〟
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
。
朝
一
番
に
お
仏
壇
や
本
堂
の
御

本
尊
さ
ま
に
お
供
え
す
る
炊
き
た
て

の
ご
飯
を
指
す
こ
と
も
あ
れ
ば
、
仏

さ
ま
に
お
供
え
さ
れ
る
も
の
全
般
を

指
す
場
合
も
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
僧

侶
は
、こ
の
お
仏
飯
を
日
「々
お
さ
が

り
」と
し
て
頂
戴
し
、育
て
て
い
た
だ

く
存
在
で
も
あ
り
ま
す
。

「
お
て
ら
お
や
つ
ク
ラ
ブ
」の
活
動

は
、お
仏
飯
を「
お
す
そ
わ
け
」す
る

食
糧
支
援
の
側
面
も
あ
り
ま
す
が
、

仏
さ
ま
の
お
慈
悲
を
お
届
け
す
る
こ

と
、
困
っ
て
い
る
方
が
た
が
助
け
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
、
孤
立
し
な

い
状
況
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
最
も

大
切
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

─
実
際
に
お
や
つ
な
ど
を
受
け

取
っ
た
ご
家
族
の
反
応
は
い
か
が
で

す
か
。

お
や
つ
を
受
け
取
っ
た
親
御
さ
ん

た
ち
か
ら
の
共
通
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

は
「
自
分
た
ち
の
こ
と
を
見
守
っ
て

く
れ
て
い
る
人
が
い
る
」
こ
と
へ
の

感
謝
で
す
。
孤
立
し
て
い
る
状
況
が

少
し
で
も
和
ら
ぐ
効
果
が
あ
る
と
実

感
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
私
た
ち
宗
教
者
、
と
く
に

私
の
よ
う
に
仏
教
、
特
に
浄
土
教
を

信
仰
す
る
者
に
と
っ
て
は
「
愚
か
な

私
た
ち
を
見
守
っ
て
く
れ
る
仏
さ

ま
」
の
存
在
の
あ
り
が
た
さ
は
自
分

自
身
の
信
仰
に
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
。
支
援
活
動
を
通
し
て
親
御

さ
ん
よ
り
頂
戴
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
か

ら
、
改
め
て
そ
の
こ
と
を
認
識
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
よ
り
信

仰
を
深
め
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

最終的には全国のお寺が、
苦しむ人びとにとっての真の〝駆け込み寺〟として
機能する社会を作ってくことが理想です。
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Interview

─
で
は
「
お
て
ら
お
や
つ
ク
ラ

ブ
」
の
活
動
が
社
会
に
与
え
る
影
響

と
役
割
と
は
？

「
お
て
ら
お
や
つ
ク
ラ
ブ
」の
活
動

が
よ
り
多
く
の
方
が
た
に
広
ま
る
こ

と
で
、
逆
に
世
間
一
般
の
方
が
た
の

私
た
ち
僧
侶
に
対
す
る
期
待
値
の
低

さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
こ
と
も
し
ば

し
ば
あ
り
、
そ
の
点
に
は
反
省
が
必

要
で
す
が
、
そ
れ
で
も
お
寺
や
僧
侶

の
活
動
の
可
能
性
に
期
待
を
し
て
く

だ
さ
る
人
が
増
え
る
こ
と
は
、
私
た

ち
に
と
っ
て
も
大
き
な
励
み
に
な
り

ま
す
。

そ
し
て
な
に
よ
り
、
こ
の
活
動
が

き
っ
か
け
で
、
貧
困
問
題
が
遠
く
貧

し
い
国
々
で
の
話
で
は
な
く
、
こ
の

豊
か
だ
と
い
わ
れ
る
日
本
国
内
で
の

話
、
自
分
た
ち
の
生
活
す
る
地
域
の

身
近
な
と
こ
ろ
で
起
き
て
い
る
問
題

で
あ
る
と
気
づ
い
て
い
た
だ
く
こ
と

が
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

─
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

で
は
今
後
の
活
動
の
展
望
を
お
聞
か

せ
下
さ
い
。

子
ど
も
た
ち
の
貧
困
問
題
を
解
消

し
て
い
く
た
め
に
、
全
国
の
お
寺
を

起
点
に
経
済
的
に
困
難
な
状
況
に
あ

る
ひ
と
り
親
家
庭
を
支
援
す
る
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
構
築
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。現
在
の「
お
て
ら
お
や

つ
ク
ラ
ブ
」
の
活
動
を
全
国
に
広
げ

て
い
く
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
で
、
お
寺
・
支
援
団
体
・
ひ
と
り

親
家
庭
と
い
う
つ
な
が
り
を
更
に
増

や
し
て
い
き
地
域
密
着
型
の
支
援
関

係
を
構
築
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。
最
終
的
に
は
全
国
の
お
寺

が
、
苦
し
む
人
び
と
に
と
っ
て
の
真

の〝
駆
け
込
み
寺
〟と
し
て
機
能
す
る

社
会
を
作
っ
て
く
こ
と
が
理
想
で

す
。─

最
後
に
当
協
会
に
よ
る
助
成

事
業
に
つ
い
て
何
か
お
考
え
が
あ
り

ま
し
た
ら
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

仏
教
伝
道
協
会
様
に
は
、「
お
て
ら

お
や
つ
ク
ラ
ブ
」
の
立
ち
上
げ
当
初

よ
り
支
援
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

本
当
に
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま

す
。

現
在
も
多
く
の
僧
侶
や
お
寺
さ
ま

を
は
じ
め
と
し
て
、
私
た
ち
の
活
動

に
賛
同
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
沢
山

の
方
が
た
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
支
援
活
動
に
必
要
な
情
報
の
や

り
と
り
、
事
務
局
と
し
て
の
業
務
量

や
活
動
に
際
し
て
か
か
る
経
費
も

段
々
と
増
え
て
い
る
の
が
実
状
で

す
。そ
の
よ
う
な
中
、助
成
金
と
い
う

形
で
ご
支
援
い
た
だ
く
こ
と
は
、
活

動
の
基
盤
を
支
え
る
お
力
を
い
た
だ

い
て
い
る
と
大
変
感
謝
し
て
い
ま

す
。今

後「
お
て
ら
お
や
つ
ク
ラ
ブ
」の

活
動
が
、
世
間
一
般
に
お
い
て
も
永

続
的
な
も
の
と
し
て
認
知
、
実
践
さ

れ
る
よ
う
引
き
続
き
温
か
い
ご
支
援

を
賜
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

代表 松島 靖朗
（まつしま・せいろう）

◎略歴 浄土宗安養寺住職。早稲田大学商
学部卒業後、一般企業にてインターネット
関連事業、企業経営に従事。平成22（2010）
年、浄土宗総本知恩院にて伝宗伝戒道場満
行。浄土宗僧侶として念仏布教生活を送る。
平成26（2014）年、全国のお寺が参加する
社会福祉活動「おてらおやつクラブ」を立ち
上げ、ひとり親家庭を支援する。

　

概略

s「おてらおやつクラブ」では、お寺
にお供えされるさまざまな「おそな
えもの」を仏さまからの「おさがり」
として頂戴し、全国のひとり親家庭
を支援する団体と協力の下、経済的に困難な状況にあるご家庭へ「おす
そわけ」する活動を推進しています。
　活動に賛同していただいている全国のお寺と、ひとり親家庭を支援す
る各地域の団体をつなげ、経済的に困難な状況にあるご家庭へお菓子や
果物、食品や日用品をお届けしています。おやつ等の支援物資のやりとり
を通して、ひとり親家庭と支援団体との関係性を深めることに寄与し、貧
困問題解決への貢献を目指しています。

※その他「おてらおやつクラブ」の活動の詳細やお問い合わせは公式ウェ
ブサイトをご参照ください。　http://otera-oyatsu.club
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公益財団法人 仏教伝道協会

平成27（2015）年度の主 な 活 動
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ent / S
upport / B

uddhism
 course

啓
蒙
活
動
・
支
援
事
業
・
仏
教
講
座
の
開
催

3本
研
究
会
は
、
現
代
に
生
き

る
僧
侶
た
ち
が
宗
派
の
垣
根
を

越
え
、
自
ら
各
宗
派
の
仏
道
を

体
験
し
、
そ
れ
ら
の
現
代
的
理

解
の
促
進
お
よ
び
各
宗
派
間
に

お
け
る
僧
侶
同
士
の
交
流
を
目

的
と
し
て
お
り
、昭
和
45（
１
９

７
０
）
年
の
第
１
回
か
ら
現
在

ま
で
継
続
し
て
開
催
し
て
い
ま

す
。今

回
は
、
全
国
各
地
よ
り
各

宗
派
の
僧
侶
お
よ
び
寺
族
、
22

歳
か
ら
85
歳
ま
で
の
幅
広
い
年

齢
層
の
男
性
38
名
、
女
性
６
名

の
44
名
の
方
が
た
に
ご
参
加
い

た
だ
き
、
２
泊
３
日
の
研
修
を

行
い
ま
し
た
。

曹
洞
宗
の
修
行
僧
が
行
う

「
暁
天
坐
禅
」
と
呼
ば
れ
る
早

朝
、
午
前
３
時
半
か
ら
の
坐
禅

を
は
じ
め
、福
山
諦
法
猊
下（
大

本
山
永
平
寺
貫
首
）
よ
り
御
言

葉
を
い
た
だ
き
、
奈
良
康
明
師

（
大
本
山
永
平
寺
西
堂
）、丸
子

孝
法
師
（
大
本
山
永
平
寺
副
監

院
）
、
中
野
東
禅
師
（
曹
洞
宗
龍

宝
寺
住
職
）に
よ
る
講
話
等
、大

本
山
永
平
寺
を
あ
げ
て
の
ご
支

援
・
ご
協
力
の
も
と
、
大
変
貴

重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
実
り
多
き
研
究
会
と
な
り

ま
し
た
。

参
加
者
の
方
が
た
か
ら
も
、

「
あ
り
の
ま
ま
の
自
然
を
感

じ
、
そ
こ
に
あ
る
永
平
寺
の
歴

史
が
持
つ
息
づ
か
い
を
感
じ
な

が
ら
行
う
自
由
瞑
想
は
一
生
の

宝
と
な
っ
た
」「
（
本
山
が
あ
る

街
の
寺
で
住
職
を
し
て
い
る
た

め
）
他
の
宗
派
の
方
が
た
と
関

わ
る
こ
と
な
く
生
活
を
送
っ
て

い
た
こ
と
に
気
が
つ
け
た
。
今

回
の
研
修
に
参
加
し
て
他
宗
派

の
方
が
た
も
願
っ
て
い
る
こ
と

は
同
じ
だ
と
実
感
で
き
た
」
な

ど
の
意
見
に
加
え
、
今
後
の
指

針
と
な
る
よ
う
な
助
言
も
い
た

だ
き
、
次
回
以
降
の
研
究
会
へ

と
つ
な
が
る
多
く
の
ご
感
想
を

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

平
成
27（
２
０
１
５
）年
６
月
10
日（
水
）か
ら
12
日（
金
）

に
わ
た
り
、曹
洞
宗
大
本
山
永
平
寺（
福
井
県
）に
て
、「
布

教
伝
道
～
曹
洞
禅
に
学
ぶ
～
」
を
テ
ー
マ
に
第
45
回
実
践

布
教
研
究
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

第
45
回
実
践
布
教
研
究
会
開
催

於
　
曹
洞
宗
大
本
山
永
平
寺

01Activity

奈良康明師による講話
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仏
教
と
書
道
は
古
く
か
ら
深

い
繋
が
り
が
あ
り
、
現
在
で
は

お
寺
で
の
写
経
体
験
が
幅
広
い

層
か
ら
人
気
を
集
め
て
い
ま

す
。
当
協
会
で
も
さ
ま
ざ
ま
な

仏
教
文
化
に
触
れ
て
い
た
だ
く

機
会
を
設
け
る
た
め
、
協
会
主

催
の
講
座
と
し
て
は
初
め
て
、

「
書
道
」
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

平
成
27（
２
０
１
５
）年
９
月

27
日
に
は
、
書
道
家
の
鈴
木
猛

利
氏
と
僧
侶
の
松
原
信
樹
師

（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
龍
源
寺
住

職
）を
迎
え
、法
話
と
椅
子
坐
禅

の
後
に
書
道
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
ま
し
た
。
仏
教
に

な
じ
み
が
な
い
人
に
も
わ
か
り

や
す
い
法
話
、
会
場
の
床
を
大

き
く
使
っ
た
圧
巻
の
書
道
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
、
一
人
ひ
と
り
丁

寧
に
指
導
し
て
く
れ
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
大
好
評
で
、
参
加

者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
と
て

も
わ
か
り
や
す
い
法
話
が
心
に

届
き
ま
し
た
。
書
道
も
丁
寧
に

指
導
し
て
い
た
だ
き
嬉
し
か
っ

た
で
す
」「
禅
の
お
話
も
書
道
の

体
験
も
ど
ち
ら
も
よ
か
っ
た
で

す
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
多
く

寄
せ
ら
れ
、
仏
教
も
書
道
も
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
た
よ
う
で

す
。平

成
28（
２
０
１
６
）年
３
月

21
日
に
は
各
メ
デ
ィ
ア
で
も
大

人
気
の
書
道
家
、
武
田
双
雲
氏

を
講
師
に
迎
え
、「
人
生
で
一
番

た
い
せ
つ
な
こ
と
」
を
テ
ー
マ

に
、
松
原
信
樹
師
の
お
話
と
共

に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
、
定
員
を
大
き
く
上
回
る
方

か
ら
お
問
い
合
わ
せ
・
ご
応
募

を
い
た
だ
き
、
大
変
多
く
の
参

加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。
両
講

師
の
軽
妙
か
つ
心
に
響
く
お
話

の
数
々
に
会
場
は
終
始
大
い
に

盛
り
上
が
り
、
あ
っ
と
言
う
間

に
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
開
催
内
容
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
仏
教
伝
道
協

会
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て

ご
確
認
く
だ
さ
い

http://w
w
w.bdk.or.jp/

知
的
仏
教
講
座

「
禅
を
知
る
×書
道
を
愉
し
む
」

「
人
生
が
グ
ッ
と
楽
し
く
な
る
、
禅
と
書
道
」
開
催

02Activity

書
道
を
通
じ
て
よ
り
多
く
の
方
が
仏
教
文
化
に
触
れ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、人
気
書
道
家
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
禅
僧
の
法
話
と
椅
子
坐
禅
を
組
み
合
わ
せ
た
新
た
な

講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

鈴木猛利氏の巨大書道パフォーマンス作品

武田双雲氏 鈴木猛利氏
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平
成
27（
２
０
１
５
）年
度
の

「
仏
教
聖
典
を
初
歩
英
語
で
学

ぶ
会
」は
、ス
テ
フ
ァ
ン
・
グ
レ

イ
ス
博
士
（
親
鸞
仏
教
セ
ン
タ

ー
嘱
託
研
究
員
）
の
指
導
の
も

と
、４
月
に
開
講
し
ま
し
た
。近

年
欧
米
諸
国
で
も
人
気
を
博
し

て
い
る
禅
思
想
に
焦
点
を
当
て

た
「
禅
思
想
を
初
歩
英
語
で
学

ぶ
」と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、毎

回
先
生
が
用
意
し
た
テ
キ
ス
ト

を
使
用
し
、
初
歩
的
な
禅
思
想

か
ら
仏
教
全
体
ま
で
を
幅
広
く

英
語
で
学
ぶ
勉
強
会
と
し
て
、

日
本
人
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
外

国
人
の
方
が
た
に
も
多
数
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
毎
回
基

本
的
な
講
義
の
後
に
は
先
生
を

含
め
た
参
加
者
同
士
に
よ
る
、

そ
れ
ぞ
れ
の
習
得
度
に
あ
っ
た

日
常
英
会
話
の
時
間
も
設
け
ら

れ
、
大
変
ご
好
評
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
度

は
、ケ
ネ
ス
田
中
先
生（
武
蔵
野

大
学
教
授
・
同
仏
教
文
化
研
究

所
所
長
）
を
講
師
と
し
て
お
迎

え
し
、
年
間
全
11
回
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
で
開
講
し
ま
す
。
今
回

は
「
ユ
ー
モ
ア
、
マ
ン
ガ
、
歌
に

学
ぶ
仏
教
」を
テ
ー
マ
に
、よ
り

現
代
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
仏
教

思
想
に
親
し
め
る
場
を
提
供
し

て
い
き
ま
す
。

平
成
28（
２
０
１
６
）年
度
の

開
催
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
他
「
仏
教

聖
典
を
初
歩
英
語
で
学
ぶ
会
」

の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
仏

教
伝
道
協
会
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

http://w
w
w.bdk.or.jp/

仏
教
聖
典
を

初
歩
英
語
で
学
ぶ
会

03Activity

天
台
宗
圓
融
寺
住
職
 阿
純
章

師
の
指
導
の
も
と
、平
成
25（
２

０
１
３
）
年
度
に
開
講
し
た
坐

禅
会
は
、
好
評
に
つ
き
３
年
目

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
平
成

27（
２
０
１
５
）年
度
は
、ど
な

た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
る

「
働
く
人
の
た
め
の
坐
禅
会
」

と
し
て
、
特
に
仕
事
帰
り
の
ビ

ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
に
気
軽
に
ご

参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
、
開
始

時
間（
20
：
00
～
21
：
30
）に
配

慮
す
る
な
ど
、
忙
し
く
働
く
方

が
た
に
も
多
く
ご
参
加
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

今
年
度
も〝
法
話
と
坐
禅
〟と

い
う
、
こ
れ
ま
で
の
構
成
を
そ

の
ま
ま
に
、
30
代
か
ら
60
代
の

幅
広
い
年
齢
層
の
方
が
た
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
初

は
女
性
限
定
の
坐
禅
会
と
し
て

始
ま
り
ま
し
た
が
、
特
に
本
年

は
、
男
性
参
加
者
も
多
く
見
受

け
ら
れ
、
繰
り
返
し
参
加
し
て

い
た
だ
け
る
方
も
増
え
ま
し

た
。
ス
ト
レ
ス
の
多
い
現
代
社

会
で
忙
し
く
働
く
参
加
者
の
皆

さ
ま
に
と
っ
て
、
自
身
と
静
か

に
向
か
い
合
う
良
い
機
会
と
な

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
度

も
、
「
働
く
人
の
た
め
の
坐
禅

会
」と
し
て
、原
則
毎
月
第
３
火

曜
日
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

す
。詳
細
に
つ
い
て
は
、仏
教
伝

道
協
会
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ま

た
は
公
式
Facebookペ
ー
ジ

よ
り
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

働
く
人
の
た
め
の

坐
禅
会

04Activity

公益財団法人 仏教伝道協会

平成27（2015）年度の主 な 活 動

  

　

 
 

　

 
 

  
 

平成28（2016）年度
BDK坐禅会スケジュール
４月 19日
５月 17日
６月 21日
７月 19日
８月　お休み
９月 20日

10月 18日　
11月 22日　
12月　お休み
１月 24日
２月 21日
３月 28日

注）日程は都合により変更となる場合があります
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毎
年
夏
に
開
催
し
て
い
る
両

会
の
合
同
夏
季
研
修
会
で
す

が
、
今
回
は
平
成
27
（
２
０
１

５
）
年
の
８
月
22
日
に
日
帰
り

で
千
葉
県
、
南
房
総
に
て
開
催
、

主
に
佛
母
寺
（
臨
済
宗
妙
心
寺

派
）
と
日
本
寺
（
曹
洞
宗
）
を
拝

観
し
ま
し
た
。

▼
ゆ
っ
く
り
と
し
た

時
間
を
満
喫

～
臨
済
宗
妙
心
寺
派
 佛
母
寺

佛
母
寺
は
、
南
房
総
の
鹿
野

山
の
マ
ザ
ー
牧
場
に
隣
接
す
る

臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
禅
刹
で
、

昭
和
52（
１
９
７
７
）年
に
創
建

さ
れ
ま
し
た
。
臨
済
禅
の
法
灯

絶
え
る
こ
と
な
く
大
切
に
護

り
、
鹿
野
山
の
美
し
い
自
然
を

誇
り
と
す
る
禅
寺
で
す
。

仏
教
伝
道
協
会
の
評
議
員
・

理
事
を
長
年
歴
任
さ
れ
た
松
原

泰
道
師
を
祖
父
に
、
同
じ
く
当

協
会
評
議
員
を
つ
と
め
ら
れ
た

松
原
哲
明
師
を
父
に
も
つ
松
原

覚
樹
師
が
、現
在
、住
職
を
さ
れ

て
い
ま
す
。

当
日
は
、松
原
真
砂
子
氏（
故

松
原
哲
明
師
令
夫
人
）
が
境
内

を
ご
案
内
く
だ
さ
り
、
松
原
泰

道
師
や
松
原
哲
明
師
の
思
い
出

話
を
通
じ
て
、
仏
教
伝
道
協
会

と
の
ご
縁
の
深
さ
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
参
加

者
全
員
に
抹
茶
を
振
る
舞
っ
て

い
た
だ
き
、
都
心
の
喧
騒
か
ら

離
れ
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間

を
満
喫
し
ま
し
た
。

▼
日
本
一
の
大
仏
を
前
に

～
曹
洞
宗
 日
本
寺
（
鋸
山
）

日
本
寺
は
約
１
３
０
０
年

前
、
聖
武
天
皇
の
勅
詔
を
受
け

て
、
行
基
菩
薩
に
よ
っ
て
開
か

れ
た
関
東
最
古
の
勅
願
所
で
、

開
山
当
初
法
相
宗
に
属
し
、
天

台
宗
、
真
言
宗
を
経
て
徳
川
三

代
将
軍
家
光
公
の
治
世
の
時
に

曹
洞
宗
と
な
り
、
今
日
に
至
っ

て
い
ま
す
。

鋸
山
の
南
側
斜
面
10
万
坪
余

り
を
境
内
と
し
て
お
り
、
豊
か

な
自
然
の
中
を
散
策
し
な
が

ら
、
お
参
り
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
鋸
山
中
腹
の
岩
肌
に

御
本
尊
の
大
仏
様
（
薬
師
瑠
璃

光
如
来
）
が
安
置
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
前
で
参
加
者
全
員
に
よ
る

記
念
撮
影
を
し
ま
し
た
が
、
日

本
一
の
大
き
さ
を
誇
る
そ
の
存

在
感
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
千
五
百
羅
漢
石
像

群
、
百
尺
観
音
像
な
ど
を
お
参

り
し
ま
し
た
が
、
階
段
が
非
常

に
険
し
く
、
山
登
り
を
し
て
い

る
か
の
よ
う
に
黙
々
と
汗
を
か

き
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。
山
頂

に
吹
く
風
が
心
地
よ
く
、
怪
我

を
す
る
方
や
、
体
調
を
崩
す
方

も
な
く
、
無
事
に
参
拝
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

仏
教
聖
典
を
経
営
に
活
か
す
会

仏
教
聖
典
を
生
活
に
活
か
す
会
　

合
同
夏
季
研
修
会
開
催
（
千
葉
県
・
臨
済
宗
妙
心
寺
派
佛
母
寺
、
曹
洞
宗
日
本
寺
）

05Activity仏
教
伝
道
協
会
で
は
、月
に
一
度
、経
営
者
の
方
が
た
を

対
象
と
し
て「
人
を
大
切
に
す
る
経
営
を
」、一
般
の
社
会

人
の
方
が
た
に
は
、
「
人
生
の
道
標
の
一
助
と
な
る
よ
う

に
」、仏
教
が
持
つ
東
洋
の
叡
智
と
慈
悲
の
精
神
に
一
人
で

も
多
く
の
人
が
触
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
「
仏
教

聖
典
を
経
営
に
活
か
す
会
」お
よ
び「
仏
教
聖
典
を
生
活
に

活
か
す
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

佛母寺・麻耶観音前にて
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平成27（2015）年度

BDKシンポジウム
～仏教における科学と信仰～

28

８
回
は
平
成
27
（
２
０

１
５
）
年
７
月
24
日
に
、

仏
教
研
究
者
と
し
て
第
一
線
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
佐
々
木
閑
氏

（
花
園
大
学
教
授
）
を
お
招
き

し
、「
我
々
は
な
に
を
よ
り
ど
こ

ろ
と
し
て
生
き
る
べ
き
か
」
と

い
う
副
題
の
も
と
、
仏
教
と
科

学
の
関
係
性
つ
い
て
お
話
い
た

だ
き
ま
し
た
。

第
９
回
は
平
成
28
（
２
０
１

６
）年
２
月
12
日
に
、タ
ー
ミ
ナ

ル
ケ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
、
死

に
関
す
る
様
ざ
ま
な
事
象
の
研

究
者
と
し
て
著
名
な
カ
ー
ル
・

ベ
ッ
カ
ー
氏
（
京
都
大
学
こ
こ

ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
教

授
）
を
お
招
き
し
、「
信
仰
」
に

焦
点
を
当
て
て
、「
阿
弥
陀
信
仰

の
科
学
的
根
拠
」
に
つ
い
て
お

話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

毎
回
１
２
０
名
の
定
員
を
大

幅
に
上
回
る
お
申
し
込
み
が
あ

り
、
い
ず
れ
も
大
盛
況
と
な
り

ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
参

加
者
か
ら
は
「
い
つ
も
な
か
な

か
お
話
を
聞
け
な
い
講
師
の
方

が
た
に
お
会
い
で
き
、
直
に
お

話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
の
で

毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」

と
い
う
お
声
も
い
た
だ
き
、
リ

ピ
ー
タ
ー
と
し
て
何
度
も
足
を

運
ん
で
く
だ
さ
る
方
も
増
え
て

い
ま
す
。
今
後
も
仏
教
伝
道
協

会
な
ら
で
は
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
企
画
し
、
よ
り
多
く
の
皆
さ

ま
に
、
様
ざ
ま
な
視
点
か
ら
み

た
仏
教
に
触
れ
て
い
た
だ
け
る

場
を
提
供
で
き
る
よ
う
尽
力
し

て
い
き
ま
す
。

尚
、
第
８
回
お
よ
び
第
９
回

で
い
た
だ
い
た
参
加
費
は
す
べ

て
公
益
財
団
法
人
 全
日
本
仏
教

会
〈
ネ
パ
ー
ル
大
地
震
被
災
地

支
援
〉
に
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

平
成
28（
２
０
１
６
）年
度

Ｂ
Ｄ
Ｋ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開

催
予
定
に
つ
き
ま
し
て
仏
教

伝
道
協
会
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い

http://w
w
w.bdk.or.jp/

平成27（2015）年度のテーマを「仏教における科学と信仰」とし、多方面で活躍中
の方がたを講師に招き、第８回、第９回目のBDKシンポジウムを企画・開催しました。
テーマに講師ご自身に副題を付けていただき、仏教の立場から科学と信仰について語っ
ていただきました。

第
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第８回

テーマ：「仏教における科学と信仰」
～我々はなにをよりどころとして生きるべきか～

開催日：平成27（2015）年７月24日（金）
時　間：18：00～20：00
講　師：佐々木　閑（ささき しずか）花園大学教授
略歴●昭和31（1956）年、福井県生まれ。京都大学工学部及び文学部卒業。京都大学大学院文
学研究科博士課程満期退学。著書に、『出家とはなにか』（大蔵出版）、『インド仏教変移論』（大
蔵出版）、『科学するブッダ　犀の角たち』（角川学芸出版）等。

第９回

テーマ：「仏教における科学と信仰」
～阿弥陀信仰の科学的根拠～

開催日：平成28（2016）年２月12日（金）  
時　間：18：00～20：00
講　師：カール・ベッカー（Carl Becker）

京都大学こころの未来研究センター教授
略歴●昭和26（1951）年、米国生まれ。ハワイ大学で学んだ後、京都大学等に留学し、南イリ
ノイ大学、大阪大学、筑波大学での教職を経て、現職。著書に『死の体験―臨死現象の研究』『愛
する者は死なない』、『愛する者をストレスから守る』などがある。

各講演概要・講師略歴



現代人のための
「仏教的ヨガ生活」のすすめ

  

新設講座「BDK仏教ヨガ講座」のご紹介

　　　　　
　　　

　　　　　
　　

　　　　　　
　　　

　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　

   
　 　
　 　　
　 　　

　　　
　　　　　　
　　　　　　　

　
　　　　　　　

　

　 　

聞き手・撮影●公益財団法人仏教伝道協会　江口郁
場所●仏教伝道センタービル

健康的な生活習慣が注目される昨今、世間では食生活のバランスを整え
運動などで身体を鍛えたりする以外にも様ざまな方法が実践されています。

     　 　

 

30

忙
し
い
皆
さ
ま
も
時
に
は
ち
ょ
っ

と
ひ
と
休
み
、
今
回
は
当
協
会
主
催

の
人
気
講
座
の
ひ
と
つ
で
あ
る
｢Ｂ

Ｄ
Ｋ
仏
教
ヨ
ガ
講
座
｣を
担
当
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
浄
土
宗
僧
侶
で
ヨ

ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
ガ
ッ
ソ
有

香
師
を
お
迎
え
し
、
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

ま
ず
は「
仏
教
ヨ
ガ
講
座
」を
担
当

さ
れ
て
み
て
い
か
が
で
し
た
か
。

今
回
こ
ち
ら
の
講
座
を
担
当
す
る

こ
と
が
で
き
、
本
当
に
や
り
が
い
を

感
じ
て
い
て
こ
の
機
会
を
与
え
て
い

た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。
ご
参
加
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ

ま
は
真
面
目
で
頑
張
り
屋
な
方
が
た

ば
か
り
で
、
常
に
一
生
懸
命
に
私
の

話
に
耳
を
傾
け
て
下
さ
っ
て
い
る
印

象
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
や
は
り
仏

教
伝
道
協
会
さ
ん
の
主
催
と
い
う
こ

と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
皆
さ

ま
仏
教
と
ヨ
ガ
と
の
繋
が
り
に
興
味

を
お
持
ち
の
よ
う
で
す
ね
。
経
験
は

様
ざ
ま
で
す
が
、
何
ら
か
の
形
で
ヨ

ガ
を
体
験
し
た
こ
と
の
あ
る
方
が
た

が
多
い
の
で
す
が
、場
所
柄
、仕
事
帰

り
の
近
隣
に
お
勤
め
さ
れ
て
い
る
方

が
中
心
で
一
日
の
疲
れ
を
ヨ
ガ
で
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
れ
る
と
い
う
流
れ
が

出
来
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
時

間
帯
も
一
般
的
に
は
丁
度
お
仕
事
が

終
わ
る
頃
で
す
し
、
仏
教
伝
道
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
は
オ
フ
ィ
ス
街
の
ど
真
ん

中
で
す
か
ら
、
そ
う
い
っ
た
方
は
特

に
参
加
し
や
す
い
よ
う
で
す
。

通
常「
ヨ
ガ
」と
い
う
と
女
性
の
イ

メ
ー
ジ
を
持
た
れ
る
方
も
多
く
、
実

際
約
８
割
が
女
性
と
い
う
業
界
な
の

で
す
が
、
こ
ち
ら
の
「
仏
教
ヨ
ガ
講

座
」
は
男
性
の
参
加
者
が
多
い
方
だ

と
思
い
ま
す
。
現
在
様
ざ
ま
な
年
齢

層
、性
別
、職
業
の
方
に
ご
参
加
い
た

だ
い
て
い
て
本
当
に
あ
り
が
た
い
で

す
ね
。「
B
D
K
仏
教
ヨ
ガ
講
座
」の

参
加
を
通
じ
、
日
常
生
活
の
中
で
自

分
自
身
で
は
気
付
か
な
か
っ
た
本
来

の
身
体
の
可
能
性
を
発
見
で
き
る
場

と
し
て
、
活
用
し
て
い
た
だ
け
た
ら

｢Ｂ
Ｄ
Ｋ
仏
教
ヨ
ガ
講
座
｣は
、
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
４
月

よ
り
新
た
に
開
講
し
、月
に
一
度
仏
教
伝
道
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
開

催
し
て
い
ま
す
。参
加
希
望
者
数
が
常
に
定
員
を
上
回
っ
て
い
た

た
め
当
初
予
定
し
て
い
た
会
場
を
よ
り
広
い
場
所
へ
移
す
ほ
ど

の
人
気
で
、こ
の
１
年
間
に
の
べ
２
３
９
名
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。



と
思
っ
て
い
ま
す
。
普
段
い
か
に
自

分
の
身
体
を
上
手
く
使
い
こ
な
せ
て

い
な
い
か
が
分
か
り
ま
す
。
身
体
を

使
い
こ
な
す
こ
と
に
よ
り
「
自
分
は

こ
ん
な
こ
と
も
出
来
る
の
か
！
」
と

自
信
に
も
繋
が
り
ま
す
し
、
そ
れ
が

日
常
生
活
で
言
え
ば
、
よ
り
積
極
的

な
姿
勢
で
ご
家
族
や
ご
友
人
、
職
場

の
皆
さ
ま
な
ど
人
と
の
つ
な
が
り
を

強
め
る
き
っ
か
け
に
な
る
、
そ
ん
な

ヨ
ガ
の
魅
力
を
伝
え
て
い
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

実
際
に
ク
ラ
ス
の
後
に
「
仏
教
と

ヨ
ガ
に
は
こ
ん
な
つ
な
が
り
が
あ
っ

た
の
で
す
ね
」
な
ど
と
感
想
を
伝
え

て
下
さ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ヨ
ガ
を
実
践
し
な

が
ら
色
々
な
繋
が
り
を
発
見
で
き
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
で

は
、
ヨ
ガ
と
仏
教
と
の
関
わ
り
を

教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？

歴
史
を
た
ど
っ
て
い
く
と
様
ざ
ま

な
説
が
あ
る
と
は
思
う
の
で
す
が
、

「
B
D
K
仏
教
ヨ
ガ
講
座
」で
は
、現

代
社
会
に
お
け
る
〝
仏
教
と
ヨ
ガ
の

可
能
性
〟
と
い
う
も
の
を
伝
え
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
私
の
年
齢
や
性

別
を
考
え
る
と
、
日
常
生
活
に
活
か

す
こ
と
が
で
き
る
ヨ
ガ
を
分
か
り
易

く
伝
え
て
い
け
た
ら
と
い
う
思
い
が

あ
り
ま
す
。

よ
く
皆
さ
ま
に
「
仏
教
と
ヨ
ガ
と

ど
ち
ら
が
古
い
と
思
わ
れ
ま
す

か
？
」と
質
問
す
る
の
で
す
が
、普
通

は
な
ん
と
な
く〝
仏
教
〟と
答
え
た
く

な
り
ま
す
よ
ね
。で
す
が
、実
の
と
こ

ろ
仏
教
は
約
２
，５
０
０
年
前
、ヨ
ガ

は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
イ
ン
ダ
ス
文

明
の
頃
つ
ま
り
約
６
～
７
，
０
０
０

年
前
か
ら
存
在
し
、
い
ず
れ
も
イ
ン

ド
が
発
祥
で
す
。
最
近
の
ヨ
ガ
ブ
ー

ム
な
ど
も
あ
っ
て
、
中
に
は
ヨ
ガ
は

ア
メ
リ
カ
で
生
ま
れ
た
エ
ク
サ
サ
イ

ズ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
の
方

も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

今
で
こ
そ
ヨ
ガ
＝
マ
ッ
ト
の
上
で

体
操
す
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
だ
と
思

い
ま
す
が
、「
ヨ
ガ
」の
言
葉
の
意
味

は
、
結
合
、
調
和
、
結
ぶ
、
繋
ぐ
な
ど

な
ど
様
々
で
、
昔
か
ら
修
行
の
ひ
と

つ
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

多
く
の
方
が
た
が
抱
く
体
操
や
運
動

の
イ
メ
ー
ジ
は
最
近
定
着
し
て
き
た

も
の
で
、
そ
の
昔
は
お
釈
迦
さ
ま
も

ヨ
ガ
を
実
践
さ
れ
て
い
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
当
時
は
自
己
を
見
つ
め

直
す
、
自
己
鍛
錬
法
や
瞑
想
法
と
し

て
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
で

す
か
ら
お
釈
迦
さ
ま
が
菩
提
樹
の
下

で
瞑
想
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

座
っ
た
姿
勢
が
ヨ
ガ
そ
の
も
の
で
は

な
い
か
、と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。歴

史
を
紐
解
い
て
い
く
と
仏
教
伝
来
と

と
も
に
ヨ
ガ
も
伝
わ
っ
た
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
伝
わ
っ
て
い

る
ヨ
ガ
の
ポ
ー
ズ
と
言
わ
れ
る
も
の

は
、
ヨ
ガ
の
中
の
ご
く
一
部
な
の
で

す
。
ヨ
ガ
と
仏
教
は
そ
れ
ぞ
れ
が
密

接
に
関
わ
り
あ
っ
て
成
立
し
て
い
る

と
言
え
ま
す
。
ヨ
ガ
に
関
す
る
経
典

は
数
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
が
、
日

本
人
が
読
む
こ
と
が
で
き
る
も
の
が

少
な
い
上
に
仏
教
的
視
点
で
書
か
れ

た
も
の
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

私
は
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
で

あ
る
以
前
に
浄
土
宗
の
僧
侶
と
し
て

ヨ
ガ
と
仏
教
と
の
繋
が
り
を
感
じ
な

が
ら
実
践
し
て
い
ま
す
。
ヨ
ガ
を
練

習
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
派

で
異
な
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
浄
土

宗
で
い
う
と
お
念
仏
の
質
が
あ
が
る

と
で
も
言
い
ま
し
ょ
う
か
、
ヨ
ガ
は

お
念
仏
の
助
業

�
�
�
�

（
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

れ
る
、
後
押
し
し
て
く
れ
る
と
い
う

意
）と
な
り
、よ
り
質
の
高
い
お
念
仏

を
唱
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。こ
れ
は
極
論
で
す
が（
笑
顔

で
）
だ
ら
だ
ら
と
テ
レ
ビ
を
見
な
が

ら
過
ご
し
、
お
菓
子
を
無
意
識
に
食

べ
つ
つ「
南
無
阿
弥
陀
仏
」と
唱
え
る

の
と
、
ヨ
ガ
を
し
て
呼
吸
法
を
実
践

し
、
心
と
身
体
を
整
え
て
す
っ
と
し

た
後
に「
南
無
阿
弥
陀
仏
」と
唱
え
る

の
と
で
は
全
く
違
う
と
思
う
の
で

す
。
本
来
の
信
仰
心
を
後
押
し
し
て

く
れ
る
の
が
ヨ
ガ
だ
な
と
思
い
ま
す

し
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
す
す
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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な
る
ほ
ど
。
で
は
「
ヨ
ガ
」
の
現

代
人
に
与
え
る
効
果
と
は
何
で

し
ょ
う
？

リ
ラ
ッ
ク
ス
、癒
し
、デ
ト
ッ
ク
ス

（
身
体
の
浄
化
）、内
臓
機
能
・
筋
力

ア
ッ
プ
＝
身
体
の
機
能
を
高
め
る
、

無
駄
な
も
の
が
そ
ぎ
落
と
さ
れ
て
ク

リ
ア
に
な
る
、
な
ど
挙
げ
れ
ば
き
り

が
な
い
位
、
皆
さ
ま
の
心
身
に
与
え

る
影
響
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
ヨ

ガ
の
呼
吸
と
心
に
は
密
接
な
か
か
わ

り
が
あ
り
ま
す
。
情
緒
の
安
定
を
は

か
る
こ
と
が
で
き
、
自
然
と
他
人
に

優
し
く
な
る
こ
と
が
で
き
た
り
、
自

分
自
身
に
満
足
が
で
き
た
り
、
ヨ
ガ

を
し
た
後
に
本
来
す
る
べ
き
も
の
を

す
る
と
後
押
し
に
な
っ
た
り
す
る
こ

と
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
意
味
で
も
こ
こ
ろ
に
対
す
る

効
果
は
絶
大
だ
と
思
い
ま
す
。

ひ
と
つ
す
ご
い
な
と
思
う
こ
と

は
、
一
般
的
な
ヨ
ガ
の
ク
ラ
ス
は
１

回
３
，
０
０
０
円
程
度
す
る
の
で
す

が
、
皆
さ
ま
わ
ざ
わ
ざ
静
か
な
時
間

を
買
い
求
め
て
く
る
わ
け
で
す
よ

ね
。
そ
れ
だ
け
本
来
の
自
分
と
い
う

も
の
が
見
え
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
状

況
が
あ
り
、
忙
し
い
中
で
も
何
も
し

な
い
時
間
や
内
に
向
か
っ
て
自
分
と

向
き
合
う
時
間
が
必
要
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。
本
来
の
自
分
を
確
認
す
る

時
間
と
し
て
、
世
間
と
の
関
わ
り
と

自
分
の
本
質
を
確
認
す
る
作
業
と
し

て
ヨ
ガ
を
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
方

も
多
い
で
す
。
様
ざ
ま
な
も
の
が
溢

れ
る
現
代
に
お
い
て
色
々
な
も
の
に

囲
ま
れ
覆
わ
れ
て
し
ま
い
、
本
来
の

自
分
の
姿
が
見
え
に
く
く
な
り
生
き

づ
ら
く
な
っ
て
い
る
状
況
が
あ
る
か

と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
も
の
を

そ
ぎ
落
と
し
て
掃
除
を
し
て
い
く
と

い
う
の
が
ヨ
ガ
な
の
で
す
。
そ
し
て

そ
れ
が
ク
リ
ア
に
な
っ
た
と
き
に
わ

い
て
く
る
安
堵
感
で
す
と
か
、
自
分

の
本
質
と
い
う
も
の
を
確
認
す
る
作

業
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
本
当
に
自
分
が

今
、す
べ
き
こ
と
は
何
な
の
か
、本
当

に
欲
し
い
も
の
は
何
な
の
か
が
明
か

に
な
っ
て
く
る
の
か
な
と
。

最
近
電
車
に
乗
っ
て
い
る
と
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯
電
話
を
片
手
に

し
て
い
る
方
が
た
を
本
当
に
多
く
見

か
け
ま
す
。
例
え
ば
一
日
中
仕
事
で

心
身
と
も
に
疲
れ
て
、
帰
り
の
電
車

で
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
片
手
に
更

に
新
し
い
情
報
を
無
理
矢
理
詰
め
込

み
、
家
に
帰
り
つ
い
て
ゆ
っ
く
り
し

よ
う
と
し
て
テ
レ
ビ
を
つ
け
、
更
に

新
た
な
情
報
に
自
分
の
意
志
を
向
け

て
し
ま
う
、
こ
れ
で
は
心
身
共
に
疲

弊
し
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。
目
を
閉

じ
て
静
か
な
場
所
で
、
外
で
は
な
く

内
側
を
見
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。

ヨ
ガ
を
し
て
ふ
と
自
分
の
肩
の
痛

み
に
気
付
く
、
自
分
の
肩
は
こ
こ
ま

で
し
か
動
か
な
い
の
か
、
そ
の
よ
う

な
些
細
な
こ
と
で
気
付
き
を
与
え
て

く
れ
る
、
と
て
も
大
き
な
ス
テ
ッ
プ

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
自
分
の

身
体
と
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
自
分

自
身
へ
の
理
解
が
深
ま
っ
て
い
く
の

だ
と
思
い
ま
す
。

確
か
に
そ
の
よ
う
な
お
疲
れ
気

味
の
方
が
た
が
多
く
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
よ
ね
。
そ
の
よ
う
な
皆

さ
ま
か
ら
よ
く
リ
ク
エ
ス
ト
さ

れ
る
ヨ
ガ
ポ
ー
ズ
な
ど
は
あ
り

ま
す
か
？

は
い
。
安
眠
の
た
め
の
ポ
ー
ズ
は

よ
く
リ
ク
エ
ス
ト
さ
れ
ま
す
ね
。
そ

し
て
逆
に
仕
事
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
上
げ
る
た
め
に
、
眠
っ
て
い
る

力
を
呼
び
覚
ま
し
、
も
っ
と
前
向
き

に
な
り
た
い
、
無
気
力
さ
を
な
く
し

た
い
、
と
い
う
よ
う
な
リ
ク
エ
ス
ト

も
よ
く
い
た
だ
き
ま
す
。

例
え
ば
朝
起
き
て
大
き
く
伸
び
を

し
た
り
し
ま
す
よ
ね
。
そ
れ
と
こ
れ

か
ら
や
る
ぞ
！
と
い
う
と
き
の
ポ
ー

ズ
っ
て
同
じ
よ
う
に
背
骨
を
反
っ
て

胸
を
開
い
た
よ
う
な
か
た
ち
で
す
よ

ね
。逆
に
疲
れ
た
、休
み
た
い
、と
い

う
と
き
に
人
は
背
中
を
丸
め
て
い
ま

す
よ
ね
。
私
た
ち
の
身
体
は
自
分
た

ち
が
思
っ
て
い
る
以
上
に
利
口
で
、

前
者
は
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
受
け
入

れ
る
体
勢
を
作
っ
て
い
く
姿
勢
で
、

交
感
神
経
が
優
位
に
な
り
ま
す
。
そ

れ
に
よ
っ
て
食
欲
が
わ
い
た
り
や
る

気
が
出
た
り
す
る
効
果
が
あ
る
わ
け

で
す
。
逆
に
背
中
を
丸
め
て
ゆ
っ
く

り
呼
吸
を
す
る
と
意
識
を
静
め
て
い

く
効
果
が
あ
り
、
今
度
は
副
交
感
神

経
が
優
位
に
な
り
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
で

き
る
わ
け
で
す
。

心
と
身
体
と
呼
吸
は
密
接
な
つ
な

が
り
が
あ
り
、
ヨ
ガ
は
姿
勢
に
よ
っ

て
全
く
違
う
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ク

ラ
ス
の
中
で
は
、
色
々
な
方
が
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
か
ら
、
そ
の
両
方
を

満
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
バ
ラ
ン

ス
良
く
、
交
互
に
交
感
神
経
と
副
交

感
神
経
を
刺
激
し
て
い
く
手
法
を
取

り
入
れ
て
い
ま
す
。

最
後
に
「
仏
教
ヨ
ガ
講
座
」
に
こ

れ
か
ら
参
加
し
て
み
よ
う
と
考

え
て
い
る
方
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
ず
簡
単
な
こ
と
で
す
が
（
微
笑

み
な
が
ら
）
第
一
歩
は
と
に
か
く
や

る
！
と
り
あ
え
ず
３
回
来
て
み
て
考

え
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
ヨ

ガ
に
限
ら
ず
仏
教
も
お
念
仏
も
何
事

も
実
践
を
積
む
こ
と
は
大
切
な
こ
と

で
す
。
頭
を
使
っ
て
よ
く
考
え
る
こ

と
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
残
念
な
こ
と
で
す
よ

ね
。
も
の
ご
と
は
何
で
も
や
っ
て
い

る
う
ち
に
意
味
が
分
か
る
こ
と
が
多

い
で
す
し
、
ヨ
ガ
は
あ
く
ま
で
ス
ポ

ー
ツ
で
は
な
い
の
で
優
劣
を
考
え
ま

せ
ん
。
長
年
優
劣
を
競
う
こ
と
を
推

奨
す
る
教
育
を
受
け
て
き
て
い
る

と
、
つ
い
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
考
え

す
ぎ
て
し
ま
う
の
で
す
が
〝
自
分
の

た
め
に
〟ヨ
ガ
を
す
る
の
で
す
か
ら
、

無
理
を
し
な
い
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て

参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

ヨ
ガ
は
、
優
等
生
で
い
る
必
要
も
な

く
、
と
な
り
の
方
よ
り
上
手
く
で
き

る
必
要
も
な
く
、
誰
か
に
認
め
ら
れ

る
必
要
も
な
い
の
で
す
か
ら
、
人
と

比
べ
ず
自
分
と
も
戦
わ
ず
、
自
分
の

ペ
ー
ス
で
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
自
分
の
こ
と
を
知
る
た
め

の
ヨ
ガ
で
す
か
ら
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
す

る
こ
と
に
集
中
し
て
欲
し
い
で
す

ね
。
そ
し
て
社
会
と
の
つ
な
が
り
に

お
い
て
、
い
か
に
生
き
や
す
い
環
境

を
作
る
か
、
自
分
へ
の
理
解
を
深
め

た
ら
、
自
分
自
身
の
心
の
シ
ャ
ッ
タ

ー
を
開
け
て
色
々
な
人
や
も
の
と
つ

な
が
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。ヨ
ガ
は
、

畳
一
畳
分
の
ス
ペ
ー
ス
と
身
体
ひ
と

つ
で
で
き
ま
す
。
ど
な
た
と
で
も
一

生
つ
き
あ
っ
て
い
け
る
友
達
の
よ
う

な
存
在
で
す
か
ら
、
是
非
と
も
年
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齢
・
性
別
を
問
わ
ず
と
に
か
く
気
軽

に
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

終
始
朗
ら
か
な
笑
顔
で
お
話
く
だ

さ
っ
た
有
香
先
生
の
親
し
み
や
す
い

人
柄
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
出
来

る
和
や
か
な
雰
囲
気
の
ヨ
ガ
講
座

に
、
思
わ
ず
聞
き
手
も
本
格
的
に
ヨ

ガ
を
始
め
た
く
な
り
ま
し
た
。
オ
フ

ィ
ス
街
で
は
珍
し
い
、
天
井
が
高
く

広
々
と
し
た
環
境
の
中
で
、
の
び
の

び
と
ヨ
ガ
を
実
践
す
る
、
一
般
的
な

ヨ
ガ
ス
タ
ジ
オ
で
は
あ
ま
り
見
受
け

ら
れ
な
い
開
放
的
な
空
間
に
有
香
先

生
の
ご
法
話
が
静
か
に
響
き
わ
た
り

ま
す
。
忙
し
い
毎
日
を
過
ご
す
方
が

た
も
仕
事
帰
り
に
、空
き
時
間
に
、無

理
な
く
参
加
で
き
、
適
度
に
身
体
を

動
か
し
な
が
ら
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る

環
境
が
あ
り
ま
す
。

＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊

１
年
間
多
く
の
方
が
た
に
ご
参
加

い
た
だ
い
た
当
講
座
は
、平
成
28（
２

０
１
６
）
年
度
も
引
き
続
き
ガ
ッ
ソ

有
香
先
生
の
ご
指
導
で
開
催
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。「
ヨ
ガ
」を
通
じ
て

少
し
で
も
多
く
の
皆
さ
ま
に
仏
教
と

の
繋
が
り
を
感
じ
て
い
た
だ
き
つ

つ
、
ご
自
身
の
身
体
と
向
き
合
い
な

が
ら
日
々
の
生
活
に
取
り
入
れ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

  

　　　　　
　　　

　　　　　
　　

　　　　　　
　　　

　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　

   
　 　
　 　　
　 　　

　　　
　　　　　　

　　　　　　　
　

　　　　　　　

　

　 　

　

     「BDK 仏教ヨガ講座」講師　ガッソ有香師に教わる　

 自宅で簡単ヨガポーズ
ポーズを行う時の注意
◎ゆっくりとした動作で行う事。痛みがあれば無理をしないこと。力み過ぎず、気持ちの良い伸びを感じ
ながら、リラックスして行いましょう。

◎鼻から吸って鼻から吐く、ゆっくりと深呼吸をするように。ポーズが整ったらじっと動かず、５～10回
程呼吸をしてみましょう。

ウパヴィシュタコーナーサナ（座った開脚のポーズ）
＜ポーズの取り方＞
90度に脚を開き、かかとを前に押し出します。吸いながら背筋を伸ばし、
吐きながら少しずつ前に上体を倒します。
＜ポイント＞
臀部をしっかりと床に根付かせ、背中は丸め過ぎないように。
＜効果＞
下半身のむくみ、冷え、腰痛、座骨神経痛、
婦人科系の不調などに効果があります。

パスチモッターナーサナ（西側を伸ばすポーズ）
＜ポーズの取り方＞
両脚を前に伸ばし揃えたらかかとを前に押し出します。
吸いながら背筋を伸ばし、吐きながら少しずつ前に上体を倒します。
＜ポイント＞
肩の力を抜いてリラックス。深い呼吸を繰り返しましょう。
＜効果＞
神経を鎮め、落ち着きを取り戻します。寝る前にオススメ。

アルダマッツェーンドラーサナ（半分の聖者マッツェーンドラのポーズ）
＜ポーズの取り方＞
写真の様に上下に脚をからめて座ります。左右の坐骨に均等に重心をかけて、
吸いながら背筋を真上に向かって伸ばし、吐きながらねじります。
＜ポイント＞
吸いながら胸を引き上げ、吐きながら腰、胸、首という順でねじります。
＜効果＞
腹部を引き締める。内臓器官の機能を整える。姿勢を良くする。

ツイ
スト

開脚

前屈

Let’s Try
Some Yoga Poses!
Some Y g  

新設講座「BDK 仏教ヨガ講座」のご紹介
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カナダ仏教伝道協会

米国仏教伝道協会

メキシコ仏教伝道協会

南米仏教伝道協会

ハワイ仏教伝道協会

公益財団法人仏教伝道協会

台湾仏教伝道協会

アジア仏教伝道協会

英国仏教伝道協会

ヨーロッパ仏教伝道協会

南米地区 
南米仏教伝道協会
BDK South America
a/c Mitutoyo Sul Americana Ltda.
Av. João Carlos da Silva Borges, 1240 CEP 04726-002,
Cx. Postal 4255, Santo Amaro, São Paulo-SP, BRAZIL
Tel: +55(11)5643-0006 Fax: +55(11)5641-3745
E-mail: bdk@mitutoyo.com.br（対応言語：日本語・ポルトガル語）

欧州地区

ヨーロッパ仏教伝道協会／ドイツ惠光日本文化センター
BDK Europe (EKŌ-Haus der Japanischen Kultur e.V.) 
Brüggener Weg 6, 
40547 Düsseldorf, F.R. GERMANY
Tel: +49(211)577918-0 Fax: +49(211)577918-219
E-mail: pool@eko-haus.de（対応言語：日本語・ドイツ語）
http://www.eko-haus.de

英国仏教伝道協会
BDK U.K.
c/o Mitutoyo(UK)Ltd. Joule Road, West Point
Business Park, Andover, Hants SP10 3UX U.K.
Tel: +44 1264-353123 Fax: +44 1264-354883
E-mail: bdk@mitutoyo.co.uk（対応言語：日本語・英語）

日本以外のアジア地区

アジア仏教伝道協会
BDK Asia
c/o Mitutoyo Asia Pacific Pte. Ltd.
24 Kallang Avenue, Mitutoyo Building,
Singapore, 339415, SINGAPORE
Tel: +65 6294-2211 Fax: +65 6299-6666
E-mail: bdk@mitutoyo.com.sg（対応言語：日本語・英語・中国語）

台湾仏教伝道協会
BDK Taiwan
4F., No.71, Zhouzi St., Neihu Dist.,
Taipei City 114, TAIWAN (R.O.C)
Tel: +886(2)5573-5913 Fax: +886(2)8752-3267
E-mail: sharon@mitutoyo.com.tw（対応言語：日本語・英語・中国語）

お問い合わせ一覧

北米地区 
米国仏教伝道協会
BDK America
1675 School Street, 
Moraga, CA 94556 U.S.A.
Tel: +1(925)388-0067 Fax: +1(925)388-0331
E-mail: orders@bdkamerica.org（対応言語：日本語・英語）
http://www.bdkamerica.org

ハワイ仏教伝道協会
BDK Hawaii
1757 Algaroba Street, 
Honolulu, HI 96826, U.S.A.
Tel: +1(808)942-1511 Fax: +1(808)942-2622
E-mail: bdkhawaii@gmail.com（対応言語：英語）
http://www.bdkhawaii.com/

カナダ仏教伝道協会
BDK Canada
c/o Mitutoyo Canada Inc. 
2121 Meadowvale Blvd.
Mississauga, ON, CANADA L5N 5N1
Tel: +1(905)821-1261 Fax: +1(905)821-4968
E-mail: honjo@bdkcanada.com（対応言語：日本語・英語）

中南米地区 

メキシコ仏教伝道協会／メキシコ惠光寺
BDK Mexico
Prolg. Eugenia No. 17, Col. Nápoles, C.P.03810
México D.F., MEXICO
Tel/Fax: +52(55)5669-1088
E-mail: bdkmexico@prodigy.net.mx（対応言語：日本語・スペイン語）

●各国での『仏教聖典』頒布やその他活動の詳細に関す
るお問い合わせは、お近くの仏教伝道協会までお願い
します。

海外協力機関のご紹介
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米
国
仏
教
伝
道
協
会

Ｂ
Ｄ
Ｋ
ア
メ
リ
カ

（
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
）

平
成
27（
２
０
１
５
）年
５
月
５
日
、仏

教
伝
道
協
会
の
沼
田
智
秀
会
長
、
生
田
忠

士
常
務
理
事
出
席
の
も
と
梅
津
廣
道
師

（
米
国
仏
教
団
総
長
）
に
導
師
を
お
願
い

し
て
米
国
仏
教
伝
道
協
会
（
以
下
Ｂ
Ｄ
Ｋ

ア
メ
リ
カ
）
の
新
事
務
所
開
所
式
を
行
い

ま
し
た
。昭
和
59（
１
９
８
４
）年
に
沼
田

仏
教
翻
訳
研
究
セ
ン
タ
ー
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
た
バ
ー
ク
レ
ー
市
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
）
の
事
務
所
が
手
狭
に
な
っ
て
き
た

た
め
、
こ
の
度
同
州
内
の
モ
ラ
ガ
市
へ
の

移
転
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
米
国
仏
教
関
係
者
約
30
名
に
ご

出
席
い
た
だ
き
、法
要
、記
念
植
樹
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。
昼
食
の
時
間
に
は
琴
と
尺

八
の
演
奏
な
ど
を
聞
き
な
が
ら
ご
出
席
の

皆
さ
ま
に
ご
歓
談
い
た
だ
き
ま
し
た
。
沼

田
会
長
か
ら
は
「
仏
教
伝
道
協
会
設
立
を

発
願
し
た
沼
田
惠
範
師
の
命
日
に
あ
た
る

こ
の
日
に
、
皆
さ
ま
と
共
に
新
し
い
事
務

所
の
開
所
式
が
出
来
ま
し
た
こ
と
に
喜
び

と
不
思
議
な
ご
縁
を
感
じ
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
も
仏
教
伝
道
に
精
進
し
て
い
く
の
で

是
非
皆
さ
ま
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
」
と
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

９
月
に
は
、
新
た
な
地
で
地
元
の
方
が

た
と
の
交
流
を
深
め
る
べ
く
、
26
日
に
開

催
さ
れ
た
モ
ラ
ガ
市
主
催
の
「
梨
と
ワ
イ

ン
の
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
」
に
Ｂ
Ｄ
Ｋ
ア
メ

リ
カ
も
ブ
ー
ス
を
出
展
し
て
日
本
刺
繍
と

生
花
を
展
示
し
ま
し
た
。
ま
た
９
月
28
日

～
10
月
２
日
に
は
、
新
事
務
所
に
て
日
本

刺
繍
の
展
示
会
を
開
催
し
、
地
域
の
皆
さ

ま
と
の
交
流
を
図
り
ま
し
た
。尚
、こ
ち
ら

の
イ
ベ
ン
ト
は
今
後
も
継
続
的
に
行
う
予

定
で
す
。

10
月
に
は
、
毎
年
そ
の
年
に
英
語
で
発

刊
さ
れ
た
仏
教
学
関
連
書
籍
の
中
か
ら
選

出
さ
れ
る「
沼
田
智
秀
優
秀
書
籍
賞
」に
ロ

ー
サ
ー
・
リ
ダ
ー
ロ
ー
ズ
博
士
（
ド
イ

ツ
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
上
席
教
授
）

と
サ
ン
・
フ
ア
博
士
（
中
国
・
北
京
大
学

教
授
）の
共
著
の『
Buddhist Stone Su-

tras in China』（
中
国
佛
教
石
經
）が
選

ば
れ
ま
し
た
。
中
国
の
岩
山
に
彫
ら
れ
た

経
典
に
つ
い
て
写
真
を
多
く
取
り
入
れ
て

書
か
れ
た
こ
の
本
は
、
こ
の
後
16
巻
ま
で

発
刊
さ
れ
る
そ
う
で
す
。
表
彰
式
と
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
は
、
10
月
30
日
に
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
に
て
約
60
名
の

来
賓
を
迎
え
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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紹介

NORTH AMERICA米国仏教伝道協会

世界における仏教伝道協会

新事務所開所式出席者と沼田会長（前列中央右）

新事務所開所式（桜の木植樹）

モラガ  オフィス外観
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NORTH AMERICAハワイ仏教伝道協会

「
仏
教
儀
式
音
楽
の
演
奏
会

と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
開
催

マ
ー
ク・ブ
ラ
ム
教
授

（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
）

か
ら
の
特
別
報
告

米
国
仏
教
伝
道
協
会
で
は
、そ
の
他
の
支

援
活
動
と
し
て「
仏
教
儀
式
音
楽
の
演
奏
会

と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
開
催
し
ま
し
た
。催

し
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー

校（
以
下
Ｕ
Ｃ
バ
ー
ク
レ
ー
）仏
教
学
セ
ン

タ
ー
に
て
11
月
６
日
、７
日
の
２
日
間
に
わ

た
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
Ｕ
Ｃ
バ
ー
ク
レ
ー
の
学
内
各
所

に
て
８
カ
国
の
代
表
に
よ
る
演
奏
や
９
名

の
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

行
い
ま
し
た
。音
楽
を
聴
く
こ
と
す
ら
禁
じ

ら
れ
て
い
る
と
い
う
セ
ラ
ヴ
ェ
ー
ダ
派
の

僧
侶
た
ち
の
存
在
は
大
変
興
味
深
く
、シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
は
主
に
歌
と
詠
唱
の
違
い
に

重
点
を
置
き
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。ス
リ

ラ
ン
カ
と
ラ
オ
ス
の
僧
侶
た
ち
は
、演
奏
を

〝
詠
唱
儀
式
〟と
呼
ん
で
い
ま
し
た
が
、実

際
に
は
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
よ
う
な
も
の
で

こ
ち
ら
も
非
常
に
興
味
深
い
内
容
で
し
た
。

以
前
は
厳
し
い
制
限
の
あ
っ
た
大
乗
仏
教

（
マ
ハ
ヤ
ナ
派
）の
儀
式
演
奏
も
近
年
は
制

限
が
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
、チ
ベ
ッ
ト
、ネ

パ
ー
ル
、
中
国
、
韓
国
、
日
本
代
表
の
演
奏

で
は
、管
楽
器
や
踊
り
な
ど
、よ
り
自
由
な

発
想
を
取
り
入
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま

し
た
。

今
回
の
催
し
は
、特
に
Ｕ
Ｃ
バ
ー
ク
レ
ー

研
究
員
の
ト
レ
ン
ト
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
氏
、元

Ｂ
Ｄ
Ｋ
奨
学
生
で
も
あ
る
ミ
ケ
ー
ラ
・
ム

ロ
ス
氏
の
献
身
的
な
ご
協
力
も
あ
り
約
１

年
余
り
の
計
画
期
間
を
経
て
実
現
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。演
奏
会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
開
催
に
よ
り
｢仏
教
儀
式
音
楽
｣が
い

か
に
仏
教
の
教
え
に
基
づ
い
た
も
の
か
と

い
う
こ
と
が
、参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
も
理

解
し
て
い
た
だ
け
た
よ
う
で
す
。

仏教儀式音楽（チベット）

  
ハ
ワ
イ
仏
教
伝
道
協
会

Ｂ
Ｄ
Ｋ
ハ
ワ
イ

（
ア
メ
リ
カ
・
ハ
ワ
イ
州
）

ハ
ワ
イ
仏
教
伝
道
協
会（
以
下
Ｂ
Ｄ
Ｋ
ハ

ワ
イ
）で
は
、そ
の
活
動
運
営
費
を
15
室
か

ら
な
る
ア
パ
ー
ト
経
営
に
よ
る
利
益
を
基

に
し
て
い
ま
す
。ア
パ
ー
ト
も
既
に
建
設
よ

り
25
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
の
で
、平
成
27

（
２
０
１
５
）年
に
大
規
模
補
修
・
改
修
を

行
い
、
平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
も
引
き
続

き
作
業
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

２
月
に
開
催
さ
れ
た
定
時
理
事
会
で
は
、

日
本
か
ら
仏
教
伝
道
協
会
の
沼
田
智
秀
会

長
お
よ
び
生
田
忠
士
常
務
理
事
が
出
席
さ

れ
ま
し
た
。会
議
後
は
マ
ウ
イ
へ
赴
き
ラ
ハ

イ
ナ
浄
土
宗
お
よ
び
ラ
ハ
イ
ナ
本
願
寺
を

訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。Ｂ
Ｄ
Ｋ
ハ

ワ
イ
の
理
事
の
一
人
山
下
美
喜
男
氏
が
同

行
し
ハ
レ
ア
カ
ナ
山
頂
ま
で
行
き
ま
し
た
。

オ
ア
フ
、
マ
ウ
イ
に
滞
在
し
た
一
行
は
終

始
、今
後
の
Ｂ
Ｄ
Ｋ
ハ
ワ
イ
お
よ
び
Ｂ
Ｄ
Ｋ

ア
メ
リ
カ
の
運
営
に
つ
い
て
積
極
的
な
議

論
を
交
わ
し
非
常
に
有
意
義
な
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

４
月
に
は
ハ
ワ
イ
大
学
で
開
催
さ
れ
た

ジ
ャ
ロ
ッ
ド
・
ブ
ラ
ウ
ン
氏（
ア
メ
リ
カ
・

ベ
レ
ア
大
学
客
員
講
師
）の
講
義
を
後
援
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ブ
ラ
ウ
ン
氏
は

〝
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
仏
教
と
暴
力
〟と

題
し
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
現
状
を
訴
え
ま
し
た
。

講
義
は
Ｂ
Ｄ
Ｋ
ハ
ワ
イ
と
シ
ャ
ミ
ナ
ー
ド

大
学（
在
ホ
ノ
ル
ル
・
カ
ソ
リ
ッ
ク
系
私
立

大
学
）と
の
共
同
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
異

仏教儀式音楽（韓国）

ラハイナ浄土院にて
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紹介

カナダ仏教伝道協会 NORTH AMERICA

世界における仏教伝道協会

文
化
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
フ
ジ
タ
ニ
・
ヨ

シ
ア
キ
氏
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

11
月
に
は
前
述
の
フ
ジ
タ
ニ
氏
に
よ
り

〝
音
を
通
し
た
癒
や
し
〟と
題
し
て
、レ
イ

ラ
・
ア
ン
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
氏
と
ハ
ワ

イ
・
チ
ャ
ン
タ
ー
・
エ
イ
ラ
に
よ
る
、ハ
ワ

イ
の
原
住
民
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
人
び
と

に
良
い
影
響
を
も
た
ら
す
と
さ
れ
る
御
詠

歌
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

 Ｂ
Ｄ
Ｋ
ハ
ワ
イ
職
員
で『
仏
教
聖
典
』頒

布
の
責
任
者
で
あ
る
ク
ラ
イ
ド
・
ウ
ィ
ッ

ト
ワ
ー
ス
は
現
在
ハ
ワ
イ
平
等
院
で
月
に

一
度
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン（
瞑
想
）の
ク
ラ

ス
を
受
け
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
〝
デ

ス
・
カ
フ
ェ
〟と
い
う
人
生
の
終
末
を
考
え

る
機
会
を
持
つ
集
ま
り
も
主
催
し
て
い
ま

す
が
、最
も
重
要
な
活
動
と
し
て『
仏
教
聖

典
』や
そ
の
他
Ｂ
Ｄ
Ｋ
書
籍
・
冊
子
等
の
頒

布
が
あ
り
ま
す
。
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年

は
、『
仏
教
聖
典
』を
３
，５
９
６
冊
、「
ブ

ッ
ダ
の
お
し
え
」
を
３
，
２
２
６
冊
、「
仏

教
の
ひ
み
つ
」
を
１
，
０
０
０
冊
、
キ
ン
ド

ル
版
の『
仏
教
聖
典
』を
２
８
３
冊
頒
布
し

ま
し
た
。

平
成
27（
２
０
１
５
）年
の
締
め
く
く
り

は
、仏
教
伝
道
協
会
の
設
立
50
周
年
を
記
念

し
て
12
月
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
Ｂ
Ｄ
Ｋ

グ
ロ
ー
バ
ル
会
議
で
す
。多
く
の
海
外
協
力

機
関
代
表
者
が
出
席
し
、未
来
の
仏
教
伝
道

協
会
の
展
開
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
な

さ
れ
大
変
素
晴
ら
し
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

カ
ナ
ダ
仏
教
伝
道
協
会

Ｂ
Ｄ
Ｋ
カ
ナ
ダ
（
カ
ナ
ダ
）

平
成
27（
２
０
１
５
）年
　
世
界
仏
教
女
性
会
議
開
催

カ
ナ
ダ
仏
教
伝
道
協
会
は
、５
月
30
日
、31
日
の
二
日
間
に
わ
た

っ
て
開
催
さ
れ
た
平
成
27（
２
０
１
５
）年
世
界
仏
教
女
性
会
議
を

支
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。約
１
，８
０
０
名
の
仏
教
徒
の
方

が
た
が
、日
本
、ブ
ラ
ジ
ル
、ア
メ
リ
カ
本
土
、ハ
ワ
イ
や
カ
ナ
ダ

な
ど
か
ら
参
加
さ
れ
、
日
本
か
ら
は
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
門
主
の

大
谷
光
淳
師
に
も
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
。

ハワイ・平等院にて『仏教聖典』を紹介するウィットワース職員

“仏教と暴力”についての講義をする
ハワイ大学・ブラウン研究員
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メキシコ仏教伝道協会 SOUTH AMERICA

メ
キ
シ
コ
仏
教
伝
道
協
会

・
メ
キ
シ
コ
惠
光
寺

Ｂ
Ｄ
Ｋ
メ
キ
シ
コ

（
メ
キ
シ
コ
）

メ
キ
シ
コ
仏
教
伝
道
協
会
―
メ
キ
シ
コ

惠
光
寺
（
以
下
、
惠
光
寺
）
で
は
、
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
仏
教
伝
道
の
場
と
捉
え
、多
く
の

カ
ソ
リ
ッ
ク
教
徒
の
方
が
た
が
住
む
こ
の

地
で
、み
仏
の
教
え
を
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
中
で
も
仏
式
の
冠
婚
葬
祭

は
、地
元
の
方
が
た
に
は
大
変
新
鮮
に
映
る

様
子
で
注
目
を
集
め
て
お
り
、導
師
の
所
作

や
読
経
、法
話
な
ど
を
通
し
て
日
本
文
化
の

風
俗
習
慣
や
教
え
が
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

メ
キ
シ
コ
に
は
１
０
０
年
以
上
の
移
民

の
歴
史
が
あ
り
、
多
く
の
日
系
人
が
居
住

し
て
い
ま
す
。昭
和
55（
１
９
８
０
）年
以

降
、
毎
年
８
月
に
行
な
わ
れ
る
盂
蘭
盆
会

（
お
盆
）法
要
は
、恒
例
の
行
事
と
し
て
多

く
の
方
が
た
が
集
い
ま
す
。
主
催
者
で
あ

る
日
本
メ
キ
シ
コ
会
館
の
推
薦
に
よ
り
導

師
は
惠
光
寺
住
職
が
勤
め
て
い
ま
す
。

現
在
メ
キ
シ
コ
に
お
い
て
、
政
府
公
認

の
も
と
仏
前
の
公
式
儀
式
を
司
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
、
惠
光
寺
住
職
の
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。仏
前
で
の
お
勤
め
は
、他
に
も

通
夜
や
葬
儀
、
結
婚
式
な
ど
が
あ
り
ま
す

が
、い
ず
れ
も
住
職
が
導
師
を
勤
め
、そ
う

言
っ
た
意
味
で
も
皆
さ
ま
の
お
役
に
立
た

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
惠
光
寺
で
は
毎
月
第
３
木
曜
日
の

夕
刻
よ
り
〝
祖
先
祭
〟
を
行
っ
て
い
ま
す
。

祖
先
祭
で
は
、宗
教
宗
派
を
超
え
て
、私
た

ち
の〝
祖
先
〟に
感
謝
し
ま
す
。通
常
仏
教

徒
は
仏
さ
ま
に
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
神
さ

ま
に
、な
ど
様
ざ
ま
で
す
が〝
祖
先
祭
〟で

は
、
私
た
ち
の
最
も
身
近
な
存
在
で
あ
る

ご
先
祖
さ
ま
を
偲
び
、
感
謝
の
心
を
も
っ

て
手
を
合
わ
せ
、
法
話
を
聞
聴
し
ま
す
。

平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
、
惠
光
寺
で
は

境
内
を
大
き
く
改
装
し
ま
し
た
。広
々
と
し

た
庭
園
に
は
た
く
さ
ん
の
方
が
た
が
集
い
、

行
事
の
前
後
な
ど
の
歓
談
や
憩
い
の
場
と

し
て
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。平
成
28

（
２
０
１
６
）年
の
は
じ
め
に
は
、早
速『
和

風
喫
茶
―
茶
え
ん
』（
在
 惠
光
寺
境
内
）で
、

日
本
か
ら
お
越
し
い
た
だ
い
た
和
菓
子
講

師
の
指
導
の
も
と
４
回
に
わ
た
っ
て
和
菓

子
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
試
食
会
は
、

境
内
の
桜
の
下
で
行
わ
れ
、今
回
の
催
し
が

大
変
好
評
で
あ
っ
た
た
め
国
際
交
流
基
金

よ
り
正
式
に
公
式
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催

し
た
い
と
の
依
頼
が
あ
り
、ま
た
一
つ
新
た

な
仏
教
文
化
伝
道
の
場
が
増
え
る
良
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

桜の木の下で和菓子教室参加者と茶えん女将桂氏（一番左）

法要の様子

法要に参列する地元住民の方がた 新たに整備されたメキシコ惠光寺境内
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紹介

ASIA

世界における仏教伝道協会

ア
ジ
ア
仏
教
伝
道
協
会

Ｂ
Ｄ
Ｋ
ア
ジ
ア

（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）

ヴ
ェ
サ
ッ
ク
・
デ
ー
で
の

『
仏
教
聖
典
』
頒
布
報
告

ア
ジ
ア
仏
教
伝
道
協
会
（
以
下
Ｂ
Ｄ
Ｋ

ア
ジ
ア
）
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
仏
牙
寺
龍
華

院
よ
り『
仏
教
聖
典
』を
６
月
１
日
の
ヴ
ェ

サ
ッ
ク
・
デ
ー
*の
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て

６
０
０
冊
頒
布
し
た
い
と
い
う
大
変
あ
り

が
た
い
依
頼
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

イ
ベ
ン
ト
に
世
界
中
か
ら
集
ま
っ
た
寺
院

や
福
祉
施
設
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
仏
牙
寺
龍
華
院
と
慈
光
福
利
協

会
が
共
同
で
、４
０
０
冊
の
英
語
版
、２
０

０
 冊
の
中
国
語
簡
体
字
版
の『
仏
教
聖
典
』

を
配
布
し
て
く
れ
ま
し
た
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
仏
牙
寺
龍
華
院
が
建
立

し
た
仏
牙
寺
は
、
唐
の
時
代
の
建
築
技
法

を
土
台
と
し
て
、
ス
リ
ラ
ン
カ
に
あ
る
歴

史
的
な
佛
歯
寺
に
基
づ
い
て
建
て
ら
れ
ま

し
た
。開
設
以
来
、仏
牙
寺
は
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
で
の
人
気
観
光
地

と
な
っ
て
い
ま
す
。

慈
光
福
利
協
会
は
、障
が
い
を
持
ち
、医

療
、
特
殊
教
育
等
の
援
助
を
必
要
と
さ
れ

て
い
る
方
が
た
へ
の
介
護
や
介
助
、
看
護

な
ど
を
推
進
す
る
慈
善
団
体
で
す
。
仏
教

の
教
え
を
通
じ
て
そ
の
文
化
や
慈
愛
の
こ

こ
ろ
を
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
幅
広
い
活
動

を
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
Ｂ
Ｄ
Ｋ
ア
ジ

ア
を
通
じ
定
期
的
に
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン

ト
で『
仏
教
聖
典
』を
頒
布
し
て
い
た
だ
け

る
と
の
お
約
束
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

  

『仏教聖典』を紹介する説明コーナー

シンガポール仏牙寺龍華院スタッフと来場者

   
 
 

 
 

   
 

 

　
 
 
 

   
      

 
 

 
 
 
 
 

   
    

英語版
東南アジア圏
東アジア圏

400 冊
321 冊
79 冊

中国語簡体字版
東南アジア圏
東アジア圏
その他地域

200 冊
144 冊
35 冊
21 冊

イベントで頒布された『仏教聖典』の内訳

合計 600 冊

＊
日
本
語
で
は
花
祭
り
や
釈
尊
祝
祭
日

と
も
い
わ
れ
、主
に
ア
ジ
ア
各
国
で
祝
わ

れ
て
お
り
、
ヴ
ェ
サ
ッ
ク
祭
、
ウ
ェ
ー
サ

ー
カ
祭
、ウ
ェ
ー
サ
ー
ク
な
ど
と
も
呼
ば

れ
て
い
る
。
こ
の
お
祝
い
は
、
仏
教
の
盛

大
な
祭
典
で
、お
釈
迦
様
に
ま
つ
わ
る
物

語
を
描
い
た
壁
画
や
電
飾
で
街
は
飾
り

立
て
ら
れ
、露
店
も
出
て
大
賑
わ
い
の
一

日
と
な
る
。国
に
よ
っ
て
開
催
時
期
や
内

容
は
異
な
る
が
、多
く
は
通
常
５
月
や
６

月
に
開
催
し
て
い
る
。
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EUROPE

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
仏
教
伝
道
協
会
・

「
惠
光
」
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー

Ｂ
Ｄ
Ｋ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

（
ド
イ
ツ
）

ド
イ
ツ
「
惠
光
」
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー

30
周
年
記
念
式
典
開
催

平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
仏
教
伝
道
協
会（
現
在
の
社
団
法
人
ド
イ

ツ
「
惠
光
」
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
）
の
登
記

申
請
が
昭
和
60（
１
９
８
５
）年
に
デ
ュ
ッ

セ
ル
ド
ル
フ
市
に
受
理
さ
れ
て
か
ら
30
年

の
節
目
の
年
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
こ
と
を

記
念
し
て
、７
月
３
日
に
ド
イ
ツ「
惠
光
」日

本
文
化
セ
ン
タ
ー
の
設
立
30
周
年
記
念
式

典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
当
日
は
35
度
を
越
え
る
大
変
な
暑

さ
の
中
、１
０
０
名
を
越
す
招
待
客
が
来
場

し
ま
し
た
。記
念
式
典
に
先
立
ち
、本
堂
で

記
念
法
要
が
開
か
れ
、ケ
ル
ン
の
雅
楽
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
の
演
奏
と
読
経
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
法
要
後
、
記
念
植
樹
が
行
わ
れ
、
本
堂

の
脇
に
ラ
イ
ラ
ッ
ク
の
木
が
植
え
ら
れ
ま

し
た
。

そ
の
後
、
惠
光
ホ
ー
ル
に
場
所
を
移
し

て
、
30
周
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

初
め
に
仏
教
伝
道
協
会
の
沼
田
智
秀
会
長

よ
り
、
30
年
間
「
惠
光
」
日
本
文
化
セ
ン
タ

ー
に
関
わ
っ
て
下
さ
っ
た
多
く
の
方
が
た

へ
の
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
あ
と
、ノ
ル
ト
ラ

イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
首
相
の

ハ
ン
ネ
ロ
ー
レ
・
ク
ラ
フ
ト
氏（
対
連
邦
・

欧
州
・
メ
デ
ィ
ア
関
係
大
臣
シ
ュ
バ
ル
ド

ゥ
レ
ン
氏
に
よ
る
代
読
）、デ
ュ
ッ
セ
ル
ド

ル
フ
市
長
の
ト
ー
マ
ス
・
ガ
イ
ゼ
ル
氏（
市

助
役
コ
ン
ツ
ェ
ン
氏
に
よ
る
代
読
）、在
デ

ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
日
本
国
総
領
事
の
嶋
﨑

郁
氏
ら
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

挨
拶
の
前
後
に
は
、後
藤
真
起
子
氏
に
よ

る
琴
の
演
奏
や
渡
邊
絹
代
氏
に
よ
る
日
本

舞
踊
が
披
露
さ
れ
、大
変
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
で
の
式
典
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、式

典
の
後
半
に
は
30
周
年
を
記
念
し
て
作
成

さ
れ
た
「
惠
光
セ
ン
タ
ー
30
周
年
記
念
誌
」

の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、惠
光
セ
ン
タ
ー
の
青

山
隆
夫
所
長
か
ら
沼
田
会
長
に
記
念
誌
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。記
念
誌
に
は
惠
光
セ
ン

タ
ー
が
歩
ん
で
き
た
30
年
の
足
跡
が
記
さ

れ
て
い
て
、掲
載
さ
れ
た
多
く
の
写
真
が
30

年
の
歴
史
の
重
み
を
物
語
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
、式
典
に
ご
出
席
い
た
だ
い
た
皆
さ

ま
を
は
じ
め
非
常
に
多
く
の
方
が
た
の
ご

助
力
・
ご
支
援
に
よ
り
ド
イ
ツ「
惠
光
」日

本
文
化
セ
ン
タ
ー
は
30
周
年
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。今
後
も
ド
イ
ツ
と
日
本

の
文
化
の
架
け
橋
と
な
る
べ
く
積
極
的
に

活
動
し
て
い
き
ま
す
。

30周年記念植樹（左からアンゲリカ・シュバルドゥレン　NRW 州対連邦・欧州・メディア関係大臣／沼田会長／
フリードリッヒ・コンツェン　デュッセルドルフ市助役／嶋﨑郁　在デュッセルドルフ日本国総領事）

30周年記念法要の様子
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ヨーロッパ仏教伝道協会

紹介 世界における仏教伝道協会

ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
　
沼
田
仏
教
講
座

日
本
仏
教
専
任
教
授
職

新
設
記
念
式
典
開
催

平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
７
月
２
日
、
ハ

ン
ブ
ル
ク
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
研
究

所
で
、沼
田
仏
教
講
座「
日
本
仏
教
専
任
教

授
職
設
立
式
典
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

フ
ル
ー
ト
と
チ
ェ
ン
バ
ロ
に
よ
る
バ
ッ

ハ
の
ソ
ナ
タ
の
演
奏
後
、ズ
ザ
ン
ネ
・
ル
ッ

プ
氏（
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
副
学
長
）の
歓
迎

の
言
葉
を
う
け
て
、仏
教
伝
道
協
会
の
沼
田

智
秀
会
長
が
、教
授
職
設
立
に
よ
り
ド
イ
ツ

に
お
い
て
日
本
仏
教
研
究
が
さ
ら
に
深
め

ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
こ
と
を
述

べ
ま
し
た
。こ
れ
に
オ
リ
ヴ
ァ
ー
・
フ
ッ
ク

氏（
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
文
学
部
長
）と
安
沢

隆
男
氏（
在
ハ
ン
ブ
ル
ク
日
本
領
事
）の
挨

拶
が
続
き
、次
に「
世
界
の
仏
教
研
究
を
推

進
、仏
教
伝
道
協
会
50
年
の
活
動
」と
題
し
、

桂
紹
隆
師（
広
島
大
学
名
誉
教
授
・
当
協
会

理
事
）
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

沼
田
惠
範
師
に
よ
り
昭
和
40
（
１
９
６

５
）年
、東
京
で
設
立
さ
れ
た
仏
教
伝
道
協

会
は
、仏
教
研
究
促
進
の
た
め
、現
在
北
米

圏
で
は
10
大
学
、欧
州
圏
で
は
オ
ッ
ク
ス
フ

ォ
ー
ド
大
学
、ロ
ン
ド
ン
大
学
に
つ
い
で
ラ

イ
デ
ン
大
学
、ウ
イ
ー
ン
大
学
、ハ
ン
ブ
ル

ク
大
学
に
沼
田
仏
教
講
座
を
開
設
し
、毎
年

招
聘
教
授
に
よ
る
教
育
・
研
究
の
場
を
提

供
し
て
い
ま
す
。同
大
学
で
は
昭
和
48（
１

９
７
３
）年
以
来
、平
成
17（
２
０
０
５
）年

ま
で
ラ
ン
ベ
ル
ト
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ハ
ウ
ゼ

ン
氏（
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
教
授
）が
イ
ン
ド

学
・
仏
教
学
研
究
を
担
当
し
、ハ
ン
ブ
ル
ク

学
派
と
し
て
多
数
の
研
究
者
を
世
界
の
研

究
機
関
へ
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

同
大
学
の
イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
・
中

国
・
日
本
等
の
各
地
域
仏
教
研
究
を
統
合

し
て
、
平
成
19
（
２
０
０
７
）
年
に
仏
教
学

研
究
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。そ
の

活
動
と
し
て
市
民
へ
成
果
の
伝
達
・
広
報

を
積
極
的
に
進
め
て
い
て
、こ
れ
に
仏
教
伝

道
協
会
が
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、名
称
は

「
沼
田
仏
教
学
セ
ン
タ
ー
」と
さ
れ
、平
成

25
（
２
０
１
３
）
年
７
月
11
日
、
今
回
と
同

様
に
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
、
い
よ
い
よ
ハ

ン
ブ
ル
ク
大
学
に
沼
田
仏
教
講
座
・
日
本

仏
教
専
任
教
授
職
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
、ミ

ヒ
ャ
エ
ル
・
ラ
デ
ィ
ヒ
氏（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
・
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
大
学
ウ
ェ
リ
ン
ト

ン
校
教
授
、２
０
１
３
年
の
沼
田
仏
教
講
座

担
当
教
授
）を
歓
迎
し
て
、ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・

ツ
ィ
ン
マ
ー
マ
ン
氏（
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
教

授
・
同
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
長
）に
よ
る

謝
辞
で
式
典
は
終
了
し
ま
し
た
。式
典
後
は

出
席
い
た
だ
い
た
多
数
の
市
民
、学
生
の
皆

さ
ま
に
寿
司
と
飲
み
物
が
振
る
舞
わ
れ
、そ

の
後
10
月
１
日
に
シ
ュ
テ
フ
ェ
ン
・
デ
ル

氏（
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
教
授
）が
正
式
に
就

任
し
ま
し
た
。

ハンブルク大学沼田仏教講座関係者と沼田会長

記念式典にて挨拶をする沼田会長

昼食会にて挨拶をするハンブルク大学副学長・ルップ教授 フルートとチェンバロによる演奏（記念式典）
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努
力
（
ど
り
ょ
く
）

努
力
と
は
、
つ
と
め
は
げ
む
こ
と
、
ほ
ね
お
る
こ
と
、
精
を
出
す
こ
と
と
い
う
意
味
で
す
。

仏
教
で
は
、
さ
と
り
に
至
る
道
と
し
て
八
正
道

�
�
�
�
�
�
�が

説
か
れ
ま
す
。

八
正
道
と
は
、
正
し
い
も
の
の
見
方
、
正
し
い
も
の
の
考
え
方
、
正
し
い
こ
と
ば
、

正
し
い
行
い
、
正
し
い
生
活
、
正
し
い
努
力
、
正
し
い
念�

�
い
、

正
し
い
心
の
統
一
の
八
つ
の
正
し
い
道
で
す
。

こ
の
六
番
目
に
あ
る
正
し
い
努
力
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、『
分
別
聖
諦
経

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�』

に
、

正
し
い
努
力
と
は
、
正
し
い
こ
と
に
向
か
っ
て
怠
る
こ
と
な
く
努
力
す
る
こ
と
。

と
説
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
正
し
い
こ
と
」
と
は
縁
起
の
道
理
に
順
ず
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

簡
単
に
い
い
ま
す
と
、
み
ん
な
に
生
か
さ
れ
て
生
き
て
い
る
と
い
う
縁
起
の
道
理
に
立
っ
て
、

わ
が
「
い
の
ち
」
を
生
か
し
て
く
だ
さ
る
周
り
の
人
の
幸
せ
に
つ
な
が
る
よ
う
な
努
力
が
、

正
し
い
努
力
な
の
で
す
。

わ
が
「
い
の
ち
」
を
生
か
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
周
り
の
人
び
と
の
迷
惑
を
省
み
ず
、

自
分
の
た
め
だ
け
に
す
る
努
力
は
間
違
っ
て
い
る
の
で
す
。

（
仏
教
伝
道
協
会
会
長
沼
田
智
秀
著
『
さ
さ
え
あ
っ
て
』
│
百
八
つ
の
お
も
い
│
よ
り
）


